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阼
年
私
は
マ
ル
サ
ス
人
£
1
-の
改
_
を
.上
梓
す
る
こ
と
於
出
部
た
0'
改
譯
.の
筆
を
進
め
て
ゆ
く
間
に
、•'私
は
南
洋
諸
島
に
關
す
る
種 

、々
の
文
章
に
遭
遇
し
た
.^
、
そQ

と
き
は
、
何
れ
も
我
々
に
I
の
遠
，
い
別■の
世
界
の
と.と

、
し
か
考
へ
な
か
つ
た

o
,然
る
に
大
8

戰 

#

o
勃
發
し
、
身
軍
の
威
武
南
方
に
；振
ふ
に
及
.ん
で
、
稿
糊
た
ぎ
れ
ら
幼
磁
も
俄
加
に
咐
S
な
、現
實
と
し
て
我
々
の
前
に
浮
び
上
っ
_

た
o

そ

の

多

べ

ば

旣

に

皇

軍

に
‘
占

捕

ざ

れ
*

殘

る

も
_
の

も

逐

時

わ

が

制

壓

下

に

置

か

れ
^

と

し

*:

0
.
.ゐ

る

。

排

輝

な

石

新

艰

助

建

設

の

懂
 

■

'

想

は

、

指

货

全

域

を

隅

な

く

頸

ひ
"

そ

の

實

現

も

今

や

時

眼

の

問

題

で

し

か

な

く

な

つ

た

。

惟

ふ

に

開

發

の

事

業

は

、

こ

れ

ら

地

方

に
 

對

す

る

多

角

的

徹

底

的

な

る

硏

究

と

調

査

に

，立

脚

せ

ざ

る

を

得
^

い

。

フ

ィ

リ

ッ

ゼ

、
ン

、

ジ

- V

ヴ

- r

叉

は

辕

洲

の

一

部

の

: ^
き

に

於

て
 

は

、

從

來

の

支

配
#,
'

の

^：
に

な

る

資

料

も

極

め
.
て

# :
,
い

と

聞

く

0
’

そ

の

，散

佚

を

防

也

し

刹
.
用

を
_

る

，
こ

と

は

、
緊

急

の

.
要

事

で

あ

ら

ぅ

。

• 

' 

.
同

時

に
>
 

今

1

ほ

原

始

林

に

覆

ぬ

れ

千

古

の

秘

密

忆

閉

さ

れ

て

9
る

地

方
.に

關

丄

て

.

.

我

々

の

手

に

ょ

つ

て

新

た

に

大

規

模

な

調

渣
 

:

,

が

行

は

れ
•ね

ば

な

ら

ぬ

。
，
旣

位

紙

つ

、か

の

調

聋

班

は

占

領

地
.
•帶

、に
’
活

動

を

開

始

し

た

が

、

作

戰

，の

進

展

と
”

共

に

、

そ

の
.範

圍

は

一
.

路

擴
'

本
稿
で
取
挾
つ
た
^'
ゎ
は
、
マ
々
サ
ス
の
人
ロ
1|
,
に
現
は
れ
た
往
時
の
袍
祥
^
犄
で
ぁ
、る
。
本
文
に
記
.し
た
通
.り
、
こ
れ
ら
地
方
の 

.

.,

,

發
見
は
略
々
マ
ル
^

ス
以
前
に
於V

M
.

應
終
了
し
た
と
言
へ
る
於
、
そ
れ
は
単
な
る
發
見
に
正
'^
り
、
調
査
と
稱
す
べ
き
も
の
で
は
な
/ 

.
,

か
つ
た
。
故
に
マ
ル
♦

，.ス
め
利
用
し
得
た
も
の
は
、
調
查
報
,

で
は
な
く
て
、
極
め
て
表
、面
的
な
紀
行
記
乃
茧
は
印
象
；£
に
過
ぎ
，'な
い
。

そ
れ
は
謂
は
^1

ヶ
の
物
語
t

w
で
ず
、
い
ま
改
，め
て
こ
れ
を
採
り
上
げ
4
M-
値
は
無
い
と
も
思
は
.れ
る
'が
、
こ
れ
ら
の
蘅
態
を
今
日 

の
狀
馏
と
比
較
す
る
食
ら
诚
、
歐
洲
人
と
の
發
觸
が
原
怯
民
に
机
物
を
齎
し
た
か
を
知
る
一
つ
の
緣
と
も
，な
る
で
ぁ
-ら
ぅ
。
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版
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に
な
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マ
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费

，
肩
は
：
れ
ヘ
た
南
海
諸
岛
、
丨

‘

■

‘
©
'
•
:
ハ
.

S
ニ
六)

あ
卿
认
た
冬
，!

*

の̂
部
の
ヶ
ち
に
一
般
に
細
れ
波
づ
て
‘

—

ま
-つ
た
。
tt
1
會
忆
溲
る
食
困
と
-悲
慘
は-

總
べ
v

t
M t
な
る
人
爲
の
_ 

•$
I
I!r
の
產
物
で
'^
り
*、‘他
つ
て
人
間
が
ヒ
レ
ょ
り
解
放
さ
れ
て
總
べ
て
^ .
性
，の
導
<
が
^

’̂;
に
行
動
す
る
に
至
_る
1
ら
狀
し
將
來
の
隶 

龜
と
|

|
.̂
:
は
«
し
て
俟
つ
べ
く
へ
人
の
、坐
命
す
ら
^
ど
^

^

延̂
長
，ざ

れ

，る

と

い

ふ

ゴ

ト

斗

x

流
の
屯
張
兮
’恶
い
;^
ハ

マ

，ル 

ザ
ス
ば
他
酷
方
人
口
原
則
、に
據
つ
て
正
面
抓
ら
粉
碎
し
た
の
.で
あ
.る
。
，

• 

- 

•
. 

■

.

、
 

'併
.し
マ
如
，
ル
は
哪
版
の
成
功
を
以
て
痛
呢
は
し
な
か
つ
^

そ̂
れ
吒
即
興
时
に
、且
0
’田
舍

に

在

つ

て

ぼ

時

彼

.の
利
用
し
得
た
做 

か
の
.：l

m
和
^ :
い
允
擊
か
れ
た」

系
の
で
、
.論
3日
自
髖
が
未
熟
た
、る
の

「

み
ゼ
^:
く
、「

著
'#
の
主
腺
会
體
を
說
明
す
る
た
め
に
、
も
つ
と 

櫸
山
尊
變
免
集
め
る
こ
と
が
出
來
た
な
’ら
ば
、
疑
ひ
，も
な
く
こ
の
論
文
は
、ノ
も
つ
と
売
全
な
も
の
に
な
，つ
た
に
相
違
'な
い」

か
ら
で
あ
-
 

る 

ote 
ベ
で
嫩
ゆ 

^

 の
時
日
を
わ
の
改
稿
に
献
げ
ん
と
し
、 

そ
の
た
め
に
一
方
で
.は
尨
大
红
る
文
献
を
淡
獵
す
る
と
共
に
數
名
の
友 

人
を
1#
つV

大
瞎
に
淝
り
、獨
逸
•瑞

典

威

•フ
'ィ
ン
ゲ
ン
ド
及
び
露
西
蓝
の
一
部
あ
藤
訪
し
て
、
資
料
の
蒐
集
に
努
办
たO

そ
れ
ら 

.の
結
嫩
は
，一

八
'〇
三
年
の
>第
！一

贬
と
な
づ
.て
現
，は

れ

'^
.
P
の
第i

一
版
は
、「

亂
著
と
見
做
し
て
.も
ょ

い」

ほ

ど

初

既
と
體
裁
及
び
^
容 

を
^ai

し
て
ゐ
るo
即
ち
第
一
、
に
ば
'
匿
名
を
乘
て
、
著
名
の
名
を
明
か
に
し
、
第u

に
は
'；
膪
史
的
例
證
を
豐
富
に
引
用
す
る
こ
と 

に
ょ
つ
て
著
し
ぐ
分
最
を
增
加
レ
、
第
三
に
ば
、
所
謂
藤
德
的
抑
制
な
る
も
わ
'?
:
認
め
る
こ
と
に
>ょ
0
,て
初
版
の
最
も
苛
酷
尨
結
論
の 

M

部
を
鏺
和
せ
‘ん
.と
努
め
.た
と
と
セ
、
第
四
に
は
V
表
題
そ
の
も
の
も
-1
人
口
原
則
に
關
す
る 

一，
，

人
類
の
宰
騙
に
及
ぼ
す
其
の 

過
，愛

^
現
花
の
影
響
の
港
^

■ 

‘
«*
•
せ
て
そ
れ
が
惹
起
す
る
弊
寄
の
將
來
の
除
去
又
は
緩
和
に
關
す
る
吾
人
の
見
込
に
就
て
の
硏
？

广 An

w
^
a
y
'
o
n 

the Principle o
f population，

of v
i
e
^
o
f

 its 'pist and present'- effects

o'
n h

u
m
a
n

 

happisss, 

with 

aa 

甘 

q
a
r
y 

i
n
t
o

.o
u
-'
M
p
r
o
s
p
e
a
s 

respecting* 

t
bn>
f
-s
CJ
.
3、ĴJJOVal 
0

” 

B
a
g
a
^
i
o

ロ
'o
H>evils, whijh‘

i
f 

occasions .
)

と
改 

め
ら
れ
た
。
後
に
一
八
〇
ー
ハ
，年
、

一
八
0

七
年
、

ブ
八
、
ー
七
年
及
び
一
八
一
一
一

ハ
年
に
そ
れ̂

^

三
版
i

四
，

五
版
及
び
一
ハ
饭
.於
出
版

さ
れ•
そ
の
瓶
谪
多
少
&
改
盯
增
雜
爲
へ
ら
れ
た
が
、
實
質
的
に
は
殆
ど
變
化
は
認
办
ら
れ
な
い
。

さ
て
初
版
と
.第1

1版
上
の
間
の
こ
れ
ら
相
違
點
，の
ぅ
ち
.

1

論
上
璃
も
重
要
な
：る
も
の
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
道
德
的
抑
制
の
導
入 

で
あ
る
。
初
版
の
結
論
は
.「

入
口
增
加
と
い
ふ
.景
勢
な
力
•を
制
限
す
れ
ば
’、
そ
'ぐ
に
a

必
ず
窮
乏
&

德
と
が
生
れ
る
。
人
生
の
一
金
に 

か
け
各
こ
‘の
苦
味1

識
と
、
之
を
生
ぜ
し
む
.る
に
至
づ
.允
と
思
は
れ
る
物
理
的
諸
腺
既
の
永
續
"に
つ
い
て
取
、
.吾
等
は
そ
.れ
を
疑
ふ
べ
’ 

く
、.
办
ま
ず
^

有
カ
た
る
證
據
を
宿
>̂
:
:過
ぎ
て
ゐ
る」

_
.と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
て
、
こ
の
見
振
を
採
^

限

力

は

.、

「

社

會

の

下

層

階

級

の

間 

に
夔
る
貧
芝
^

i
»-
と
.は
、■全
く
治
療
し
得
べ
か
ら
ざ
る
'̂
の
で
奴
る
こ
と
を
承
認
'才
名
外
な
き
も
■の
1-
,で
あ
る
。
然
る
に
邪
惡
に
も 

，困

窮

に

も

非

ざ

る

道

徳

的

抑

制

を

認

め

る

；こ
と
に
ょ

.つ
て
、
今
や
敗
會
改
善
に
關
す
る
新
た
な
希
望
が
生
れ
た
の
で
あ
る
a
彼
が
第
二 

版
を
以
，

H

新
藜
と
見
做
し
て
も
ょ
-‘八
と
考
べ
た
主
た
る
理
由
は
此
處
に
在
る
の
で
あ
ら
ぅ
.
。
，

'

• _

併
し
こ
れ
と
共
に.
第
ニ
版
を
し
て
极
本
的
に
初
版
と
厫
抓
甘
し
め
る

.

も
の
は
、
そ
，の
豐
宵
な
る
歷
史
的
例
證
で
あ
今
初
版
は
殆
ど 

杣
象
的
論
據
を
以
て
終
始
し
、
'

そ
こ
に
は
祺
實
の
背
景
は
極
め
て
乏
レ
か
つ
た
0

併
し
彼
(0

言
ふ
，が
如
く
、

「

そ

r,
に
提
出
し
た
主
，要
.原 

則
は
全..
'

^

論
の"
制
地
な
き̂.
，の
，で
あ
る
如
ら•
、
若
し
W

K

概
論
を
述
べ
る
に
止
め
た
散
ら
ば
、
自
己
の
，.四
邊
を
圍
も
す
に
難
敗
不
落 

の
齊
寒
を
以
て
レ
得.た

で

^

^

‘ぅ

>

そ
し
て
斯
か
る̂

裁
5:
-
以
て̂

た
な
ら
ば
、
本
書
は
恐
ら
く
逾
か
に
棠
々
‘

た
る
外
觀
を
具
’へ
た
で 

^

5

0

併
レ
，斯
か
る»

論
は
、
た
と'•
へ
抽
象
的■
眞
璉
の
，要
點
を
闞
明
す
レ
事
は
出
來
る
と
，し
て
も
、
何
等
が
の
實
際
的
效
果
を
促
進 

す
る
僦t

ゆ
殆
必
無
V>
J

の.
で
，あ
'る
o

即
ぢ
彼
に
と
つ
て
は
、
今
や
人
'ロ
原
則
を
ば
歷
纪
的
事
實
に
ょ
つ
て
證
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ニ o

近
^
歐
羅
巴
に
於
，
て
は
、

•過
去
'の
時
it
に
比
，し
、
、ま
た
.世
界
の
戈
化
劣
れ
-：
地
方
に
此
し
、人
口
に
對
、す
名
積
樺
的
馨
は
よ
し
少
く
、 

豫
防
的
障
碍
は
よb

-
K

な
る
こ
；と
が
判
る
J
^
o 
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.
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、
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ニ
、
マ
'ル
，，サ
ス
に
於
^
る
鳥
嶼
册
究
の
意
義
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• 
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.
,
•マ
ル
サ
ス
が
文
北
劣
れ
る
地
，方
を
考
察
し
た
目
的
は
、，
上
述
の
如
<

*
人
々
.に
'對
す
る
積
極
的
障
碍
の
普
及
を
充
證
せ
ん
が
た
め
で 

あ
つ
た
。
彼
極
的
障
碍
は
*
'

「

そ
の
罪
恶
よ
»)
;
生
ず
る
と
困
窮
^
り
生
ず
る
と
を
問
は
ず
、
人
間
の
天
壽
を
短
縮
せ
し
め
る
に
多
少
と
も 

M
係
あ
る
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切
の
原
因
を
包
含
す
る
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此
の
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目
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下
ぬ
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非
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的
な
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職
業
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瀰
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勞
働
と
寒
暑
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曝
露
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度
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^
困
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榮

養

不
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ゆ
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^
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攝
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通
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行
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爭
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等
を
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、
。
し
ノ

C
れ
ら
.
•の
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ち
の
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も
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明
國
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於
て
^
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あ
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る
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未
開
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こ
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は
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易
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像
し
ぅ
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と
こ
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で
あ
る
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观
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第
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版
以
降
‘の
第一

編
に
現
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狀
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が
概
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^
快
な
る
敍
述
に
溢
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こ
と
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で
I
つ
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：
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来
開
蒙
味
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る
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に
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す
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に
於
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、
こ
の
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，拭
別
し
て
深
い
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あ
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。
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マ
ル
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の
鳥
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と
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0
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事
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於
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。
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狀
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献
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猶
ぼ
そ
办
理
由
に
頭
を
惱
ま
し
て
ゐ
る
，、，
と
論
じ
た
。
師
は
敵
■に
包
圃
さ
H
て
ゐ
る
31 

涞
利
加
灯
®
族
ぞ
、
戈
は
词1

狀
»
忙
冻
る
他
«
に
摑
繞
名
れ
セ
，ゐ

る

之

等

寒

な

«
段
等
，が"
幾
多
の
働
に
於
て
島
泯
と
伺
匕
境
-5
1

.

.

に
ぁ
る
ヒ
‘士
に
は
氣
が
つ
か
な
咖
つ
.だ
ら
し
>

*大
晴
に
.於
て
'は
、.
鳥
^
に
較
ペV

、

人
口
揿
加
に
對
す
る
障
碍
.は
餘
か
に
明
瞭
で
な

.

:

• 

' 

-

ど
、
且
’つf

l
l
、

通
の
勝
察
，：̂
は
映
'り
難
い
、が
、
，
而
も
依
然
克
服
し
難

.い

.妨

.«-
と
だ
'り
、’
母
國
に
於
て
感
ず
る
懊
惱
に
堪
へ
兼
ね
て
出

*
•
.
. 

• 

• 

. 

• 

- 

- 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.
•
.

•.
.
'..
.'
• •
•■ 

. 

■■-%-■■
 

■•.
 

.
-
•
-
•
.
•
•
•
•
-
•
•
• 

C
V 

• - 
-
4-
- 

- 

- 

. 

.

.

:

•

.

 ̂

• 

ノ
 

1

.

.

.パ-

.
、
.
，：
.：
•
.
*
.
. 

. 

-
« 

•
•
•
-
•
• 

• 

. 

.

.

. 

4
 

.

.奔
す
る
移
：

Hi

苌
と
雖
も
、
必
ず
•し
も
他
國
に
垮
て
安
住
の
地
ね
發
觉
4
得

る

讓

み

か

無

い

，の
サ
ぁ
る
。
•旣

知

の

島

嶼
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•現
在
の
魔
制
の
限
度
迄
れ
人
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擁
し
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ゐ
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そ
，し
て
こ
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の
點
に
於
て
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地
球
全
體
は
啟
媿
の
，や
ぅ
な
知
の
で
ぁ
る
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就
中
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の
.狹
小
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兵

丨

人

.ロ
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I
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極

空
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狹

辱
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極
，め
て
明I
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、
何

人

と

雖
■
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も
之
を
目
勝
し
.認
知
せ
ざ
.る
を
得^'
い
。
故
^

、.
最
も
確
實
な
情
報
の
、具
は
-
つ
て
ゐ
，る
島
嶼
の
人
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に
對
す
る
障
癖
を
研
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す
る
こ
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現
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簿
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で
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御
な
る
‘
手
段
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依
り
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の
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の
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、
國
土
，の
給
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る
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に
ま
ザ
減
少
せ
，：る
如」

と
の
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叱
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狹
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參
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總
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す
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其
せ-

る
島̂

の
硏
究
は
、
彼
に
，と0、̂

は
特
別
の
意
擎
を
有
す
る
こ
と
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が
，判
る

'

の
で•

あ
•る 

0

.1
'

, 

;
; 
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:

、

•

ぃ
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,
.

■:
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,
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'
•
■
-
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,

’ -

'
,
、

u
r

席
海
諸
島
齊
' m
w

略
史
-

:
.

,

,

、

:
'
て 

.

過
去
及
び
現
在
の
事
實
：に
：照
し
て
人
p'
M-

則
を
立
證
ぜ-̂
と
术
る
マ
ル
ザ
ス•
の..
意
鬪
は
、
ぞ
の
、第
ニ
版
に
具
體
的
忙
示
ざ
れ
た
が
、 

そ_
の

際

利

用

さ

れ

，た

資

料

'

は
、
大
部
分
は
咣
人
の
手

k

•

敗
る
'

文
書
又
は
統
射
數
字
で
あ
る
。
彼
自
身
1

旣̂
;

の
如
く
、
大
陸
に
渡
つ
で 

.

直
接
•の
觀
察
を
行
つ
た
とと
は
あ
る
が
ハ
旅
行
の
鞔
圍.
も
，
期

間

も

極

め

て

，
僅

办

で

へ

•

特
に
調
杏一

と-
液
し
ぅ•
る
が
如
き.
も
の〔

を
行
つ
た
形 

跡
は
な
い"

即
ち
彼
の
謂.
ふ
事
實
と
は'

主
么
し
て」

文
献
的
知
識
で
あ0

て
、
、第
ニ
版
序
文
に
は*

餘
暇
を
割
込
て
*
人
口
原
則
が
過 

,

ま
及b

.

現
在
の
社
會I

態
に
及
’

ぼ
す
影
響
、に
關
す
る
.

文
書
1

渉
»

11.

た

、

と

明

記

，
さ

レ

て

^
.

る
v，
兎
に
角
、
歐
羅
巴
の
一
部
を
，歷
訪
し 

.

た
に
過
ぎ
な
い
彼
が
、
殆
ど
全
世
界
各
地
に
-

苴
る
，狀
態
を
記
述
す
ぞ
に
、當
つ
て
、
文
献
の
'

み£_

唯一

の
賴
り
と
し
た
の
は
當
然
か
あ
る
。 

'

併
し
遠
隔
地'
及
び
未
调
國
に
關‘
す
る
知
識
は
、<彼
の
‘
睁
代
に
，あ
つ
て
ば' 
素
ょ
り
未
だ
極•
め
て
貧
弱
で
あ
つ
て
、
.從
つ
て
こ
れ
ら
地
方 

に
鞦
す
る>

•

ル.
サ
ス
の
敍
述
は-

單

に

斬

か

る

地

方

，の

.

未
開
狀
態
を
傳
へ
る
に
也
ま
，ら
今
、
實
.に
當
時
に
於
げ
る
西
歐
人
の
斯
か
る
地 

,

方
に
關
す
る
知
識
の
未
開
狀
態
を
物
語
る
所
敗
で
も
あ
る
。

マ
ル
^
ス
.は
殆
ど
全
世
界
に
論
'^
し
<
ゐ
る
か
ら
、
'%
の
記
事
の
ぅ
ち
に
，東
蓝
に
關
す
る
部
分
の
.少
か
ら
ざ
る
/

J

と
は
毫
も
奇
と
す 

る
に
.足
ら
な
い
。
特
.に
べ
ル
，シ
中
、
印
度
ぺ
支
那
^
つ
^
て
は
可
成
ヴ
の
貧
を
割
い
.、て
.ゐ
る
0
.併
レ
日
本
、
薇
洲
及
び
南
海
諸
氣
に
つ

}本r ■デ—11*？' -

W
て
ば
\
ぃ
ぬ
^
齚
片
时
陟
象
記
妙
，導
观
さ
扎
だ
に
4

り̂
_

》

今
日
如
ら
見
れ
ば
V
取
な
る
物
識
阶
興
味
を
卧
で
な
W
と
田
|
は
れ
る
炉 

ぃ
ま
£
方
に
關
す
る
，
取
の
‘叙
述

に

現

は

れ

，た
.島
嶼
を
擧
げ
れ
ば
*
次
の
如
く
で
あ
‘る
o
:
'
■
テ
' 
ィ
；

ル
ラ
•デ
ル
•
•フ
そ
ゴ(Tierra del 

■
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I
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a
n
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，マ
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ア
ナ
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M
a
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I
s
l
a
n
d
s)
，

等
0、
こ
れ
ら
島
 々

が
何
日
^:
時
代
、に
何
人
に
.ょ
つ
て
發
見
さ
れ
た
か
は
ぺ
興
味
念
る
題
.乳
で
'^-
ら
ぅ
、

.テ

'
’ 

‘
、
 

「

南
，方
の
何
處
か
に
葙
在
す
名
未
知
.の
大
睦
じ(

ジ
§
 A

l
i
r
a
l
i
s

 

i
n
c
o
g
u
t
o
〕、

勒
ぺ
は
プ
ト
レ
ミ
1
の
時
代
か
ら
歐
洲
人
の
腦
视
に 

描
か
れ
た
b-
、の
空
想
の
大
_
に
剷
達
せ
ん
と
.す
る
野
望
こ
そ
、
-幾
亩
幾
千
の
航
海
者
達
t
し
て
：
幾
百
年
の
長
き
に
苴
つ
て
、
涯
し
な 

兮
南
ガ
.平
洋
の
海
面
女
彷
徨
せ
し
め
た
主
た
る
動
機
，で
あ
つ
、た
の
で
あ
る
。
a*
Ff
ッ
プ.K

に
ょ
つ
で
.7
メ
ナ
ヵ
大
陸
は
發
見
さ
れ
た
が
"
 

そ
，の
金
鑛
は
政
府
に
獨
占
さ
れ
、卫
つ
そ
の
*#
;
住
民
刃
狃
暴
性
，か
傅
.へ
ら
れ
る
'に
及
ん
で
'、
歐
洲
民
衆
.は
箸
し
く
肌
待
を
褰
切
ら
れ
た
。 

そ
し
’

て
旣
に
判
堋
せ
る
7
フ
-»
;

为
次
陸
は
、
素
ょ
り
粑
等
.の
來
む
る
理
想
迦
と
，は
甚
だ
し
く
か
け
離
れ
た
浪
准
_で
あ
つ
た
。
彼
等
の
鉋 

-

な
き
空
想
於
、

ゼ
ラ
シ
m
ょ
つ
て
始
め
て
横
斷
さ
れ
た
廣
漠
た
る
允
吊
洋
、に
问
け
ら
れ
る
ぬ
至
つ
た
の
は
當
篇
で
あ
つ
て
、
.爾
後
マ 

ル
サ
ス
降
代
ま
で
の
！，»:
•
の
航
海
は
V
:こ
札
に
到
達
叱
、ん
と
す
る
‘
、乃
至
は
•こ
化
か
准
杏
を
確

め

ル

と

ず

る

、
.'努
吻
の
連
續
に
外
な
ら 

な
か
.つ
た
/0
斯
か
る
初
期
の
時
，代
は
、
興
味
の
中
心
は
未
知
の
_鳥
嶼
，の
'
:發
見
と
延
ぃ
て
そ
の
.由
有
と
ぃ
、
ふ
で
と
で
，あ

つ

て

、
，
學
術
的
調 

,
莶
乃
蛩
開
發
ぼ
未
だ
殆
ど
問
題

-と
さ
，れ
な>'
つ
、た
の
セ
あ
.る
5
す
ル
サ
穴
が
最
1

利
用
じ
た
ダ
ッ
ク
W

海
記
は
V

謂
は
r

學
術
的
調
査

v
v
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•
•
•

z>
先
驄
と
t
見
ら
れ
.る
が
，
眞
の
そ
れ
は
ノ
恐
ら
l
は

l

A1

五
年
、f

l

Tの
5

Xツ
ォ
フ
，伯
®
に
ょ
る
ル
‘
t見
.ッ
ク
•赋
'の
巡
航
で 

、あ
ら
ぅ
o
.-

■こ
の
艄
に
は
/'
:
そ
の
後
浪
•漫
派
•の
女
學
者
ど.し
て
名
聲
幺
IB
は
れ
^

グ
ャ
4

ゾ
丨
'が
動
植
物
學
者
と
し
て
•參
加
し
、•

數
，々 

の
藥
躜
を
殘
し
て
ゐ
る
。
' 

1

八
三

—■
*
年
に
拉
ダ
V
ゥ

ィ

シ

が

ビ

，丨

X
;

ル〕

號

に

搭

乘

し

，
て

南

‘海
に
N1
發

し

た

。
，彼
が
そ
の
，择

化

論
の
着
想 

t
マ
ル
'サ
ヌ
人
抑
論
に
得
た
1̂
と
は
、
人
.の
知
る
と
匕
ろ
で
.>
る

.0
要
す
る
'に

ー

，
ル
、
サ
へ
ス
の

.利
甩
し
.，得
た
南
梅
の
記
錄
艿
略
々
ク
ッ
グ 

時
代
の
そ
れ
で
あ
•つ
で
、
そ
の
^
備
な
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
0
电
題
に
入
る
に
先
立
つ
.て
、常
時
•ま
^
の
主
た
る
航
海
を
略
記
し
、
 

'こ
の
間
の
，消
胤
を
窺
ふ
-で
あ
ら
ぅ
尸
'

,
.<
■
ノ
、 

ノ

\

, 

,
, - 

: 

ノ 

.
 

,

1

四
八
六
苹
、
‘バ

ソ

i

f.
ァ
ズ
，は
喜
望
峰
を
發

見

し

ハ

九

口

年

に

は

コ

口

シ

ブ

ス

が

サ

ン

•
サ
ル
バ
ド
ル
島
に
到
着
し
た
。 

九
七
年
、
ヴ >

.

スn 

•ダ
•ガ
マ
は
喜
望
峰
を
廻
り
て
翌
年
仰
度
に
到
達
し
*
祠
年
.n
>:y
ブ
ス
は
そ
の
第
一
ー
‘
: ©
航
海
に
ょ
0
て
洧
米
木 

土
に
到
着
し
た
。，1

‘五
一
三
¥

ヴ
プ
！
へ
コ
A

:
エ
ス
，•
バ
ル
.
'ボ
ア
は
パ
.ナ
'マ
地
峡
の
最
高
部
に
達
し
て
、
遙
か
東
方
に
一
大
海
洋
を
目
擊 

し
だ
.が
、’
こ
扒
こ
そ
、1

五

ニ

〇

年

，
マ

.ゼ
ラ
ン
が
洧
米
兩
端
の
海
峽(

、
マ
ゼ
ラ
ン
海
峽
，

)

|

め
て
、通
過
し
て
そ
の
船
隊
を
浮
べ
、
太
平 

洋
と
命
名
し
た
世
界
最
大
の
海
洋
で
あ
つ
'た
。
，
マ
ゼ

」

フ
ゾ
は
ポ
ル
ト
ガ
4
人
-な
る
に
拘
^
ず
、
緣
の
ス
ペ
イ
ン
の
爲
に
珩
方
航
路
を 

開
か
ん
と
し
、
ス
ペ
イ
シ
王
ょ
り
五
裳
の
&
を
與
‘へ
ら
れ
て1

五」

九
¥-
航
途
に
上
»)
'
、
.上
記
の
如
く
、
翌
年
マ
W
ラ
.ン
海
峡
t
通
過 

し
か
が
、
そ
の
南
紫
に
铺
夜
火
の
歡
え
る
0

目̂
擊
し
て
，
こ
れ
を「

火
の
國」

0
て
ィ
、エ
ル
ラ
.
%テ
ル
*
フ
エ
ゴ)

と
名
づ
け
た
。
こ
れ
は 

家
屋
を
建
て
る
智
■
を
持
た
.ぬ
往
民
達
が
、
.暖
.を
と
る
た
め
の
焚
火
で
あ
.つ
た
。
こ
の
島
に
關
レ
て
.！

> ：

が
；サ
ス
は
、
ク
ッ
ク
の
報
道
を 

01
用
L
て
、
.次
，の

如

く

言

つ

て

ゐ

る

-?
、

『

テ
ィij

ル
ラ
•デ
ル
•
フ
エ
/
コ
の
見
策
ら
し
.い
住
民
達
は
.人
類
階
段
の
ド
ン
肩
に
あ
る
も
の
と
、 

普
べ
航
海
激
達
，に
認
&
ら
れ
.て
ゐ
る
。
乍
併
;>
彼
等
の
；
1
1常
の
風
俗
習
慣
に
谳
て
は
殆
ど
知
ら
仉
て
ゐ
尨
い
0へ
彼
等
の
不
毛
の
國
±
と 

悲
慘
な
坐
活
狀
纖
と
は
、
彼
等
と
の
贫
通
を
遮
斷
し
て
V

•斯
く
.の
如
き
報
骨
を
求
び
る
，に
術
な
か
ら
し
め
て
ゐ
る
の
■で
あ
る
.
o
併
I

、

ル
鄉
そ
ひ
も
^

が
、
政
等
於
华
ば
觖
死
(?
>

據
に
杻
る
1

軟
&

り
、
齋
さ
に
霞
へ
掀
と
毒
#

に
取
は
れ
、
禅
に
も
苛
敵
な
氣
歡
ゎ
r

に
夢
.：
 

し
乍
ら
*

興
のg

烈
，を
緩
和
し
生
活
を
多
少
と
も
愉
昧
な
ら
し
め
，る
便
谊
品
.を
備
入
'る
賞
慧
さ
へ
持
.た
ぬ
脉
«

人
の
.間
'に
於
て
、
人
口 

に
對
し
て
如
何
な
る
障
碍
が
行
は
れ
て
ゐ
f e

か
1

想
像
寸
る
こ
と
’ぬ
、'
格
’別
困
*

か
^ ;

な
；̂

と
。
さ
て
太
平
洋
.に
妝
た
>
ゼ
ラ
ン
の 

.次

の

進

路
.

雪
..9
.

寶
鹿
モ
‘
ル
マ
_

島
で
：ぁ
づ
た
。>
.
ゲ
月
_
^
^
^

易
し
て
、
と
れ
を
ラ
ド.

ス(La,'ro
n
es)

と
名
づ’け
た
。•
盜
人
島.
の
意
味
で
あ
つ
て*
彼
の
上
陸
、
じ

た

の

は

' 
今

日^
力
-
ム
鳥
と 

推
淀
さ
水
て
s
o
マ
ゼ
ラ' ン
は
臾
に
進
ん.
で
、
彼
の
所
謂
セ
ン
ト1フ
ザ
^
ズ
島
、即
ち
今
0
の
フ
ィ
リ
ッ
ビ
ジ
に
到
つ
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つ
た
ヴ
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ト
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オ
號
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望
蜂
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つ
て
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界
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周
で
あ
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。
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鳥
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フ■ィ
リ
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ピ
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で
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い
て
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r

マ
ル
サ
ス
は
觸
れ
て
ゐ
な

：
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現
ば
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規
模
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査
に’乘
が
出
す
迄rv
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航
海
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漠
た
.る
南 
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，
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激
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す
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訪
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珍
奇
な
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辯
し
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リ
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着
1
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信
ぜ
ら
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海
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初
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過
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、
カ
リ
ア
ォ
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發
見
し
て
、
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名
稱
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與
へ
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彼
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太
平
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を
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斷
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希
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迂
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迪
り
、
世
界
周
航
を
完
敗
し
た
が
、
と
.
れ
亦
大•な
る

成

艰

、は
收
，
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五
九
.八

年

Oliver 

y'f
i
j
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N
o
o
r
t

は
'マ
ゼ
ラ
ン
海
峽
を
通
過
し
い
同
年-setal.i 

de W
e
r
t

は
セ
'バ
ル
デ
ィ
ー
ン
諸
鳥
即
ち
今 

日
の
フ
•ォ
I
ク
ラ
，イ
ト
、諸
島
を
發
見
し
允
0
> 
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「
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• 

'

1
六
〇
五
，年
、wedro Fernando d

e

to'
u
i
r
o
s
,

は「

南
方
の
未
'知
大
陸
；̂

^
拓
を
確
め
ん
と
す
る
朋
自
為
る
意
圖
を
以
て
航
海
に
上 

,
つ
た
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
.尤
V
彼
自
身
は
水
先
案
內
と
な
り
、
指

揮

は

de Torr'es • に
®
;

ね
ら
れ
た
。
彼
は
そ
の
航
海
に 

.於
て
1バ
士
ー
1め
'島
>
を
發
見
し
.た
と
報
合
し
て
居
り
、
特
に
興
味
^
-る
は
、
そ
50I

つ
-に
' Australia dei ,Espirim Santo (

敷
靈 

の
ォ
ー

ス
-ト
ラ

.
リ
ア〕
の
あ
る
で
と
で
あ
る
o 
i
オ
1
ス

ト

ラ
リ
，ア
と
は「

未
知
の
南
方
火
陸
1を
意
味
す
る
.空
想
の
齑
物
で
あ
つ
て
、
而 

,
,も

彼

の

，
發

：馬

し

た

オ

I

ス
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ラ
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渺

た

る

一一，
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l

a

へ
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f
y
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♦ス
諸

鳥

中

の

「

島(

，今
日
の
エ
ス
ビ
リ
ッ
•
サ
ン
タ
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に
過
ぎ
な
か 

，•笑
の

i

,
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1

て
新
和
蘭
と
稱
せ
ら
れ
I

洲
が
こ
の
名
稱
を
冠
ぜ
ら
れ
た
の
は
、I

八
〇
$

以
降
の
こ
と
で
I

。
な
ほ
指 
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0

^

丨
•ギ
一【
ア
と
濠
洲
の
間
に
橫
は
る
海
峡
を
通
過
し
、
そ
の
海
峡
は
今
日
彼
の
名
稱
を
以
て
呼
ば
れ
て
ゐ
名
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潑
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狹
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南
方
大
睦
の
發
見
を
目
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し
て
，バ
タ
ヴ
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ア
そ
出
港
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た
。
彼
は
當
時
蘭
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た
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し
‘
マ
ウ
リ
テ
个
ウ
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徵
て
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を
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ァ
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總
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マ
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し
て

、
1
1ユ
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、
住
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に
襲
1
さ
れ
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す
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な
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つ
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贊
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雷
れ
た
、
や
そ
の
場
所
は
殺

氏 
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e
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ら
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、
後
^
:ダ
イ
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ロ
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t
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.p>
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改
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。
彼
ホ
更
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し
て
A
ユ
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、
，目
的
ル
新
大
睦
を
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見
ず
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と
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な
く
"四
三
年
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ヴ
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1
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度
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概
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淥
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k
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ギ
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ア
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丨
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リ
テ 

ン
及
び
附
近
の
岛
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を
歷
訪
じ
た
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い
十
八
世
紀
初
期
P
最

も

著

名

'令

航

海

は
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g
g
e
v
e
i
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:の
そ
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扣
る
,
彼
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m
方
米
知
大 
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を
發
見
せ
ん
が
た
め
、
南
米
南
職
^
ル
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メ
ー
ル
海
峡C

ス
ヱ
ゴ
島
と
ス
ヅ
,1
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ン
島
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間
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海
峡
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を
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過
し
て
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平
洋
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で
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ネ
な
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群
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し
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れ
に
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ら
く
今
日
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リ
*
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つ
た
と
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へ
ら
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て
•ゐ
；る
o
i
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彼
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臾
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1
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1
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及
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l

ユ
1
*ギ
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プ
，に
，至
り
い
次
で
モ
ルf

力
諸
島
を
經
て
束
印
度
に
到
達
し
た
Q
こ
の
、航 

海
に
於
て
は
彼
の
發
見
し
た
も
の
は
、
上
記
め
ラ
ビ
チ
ン
ス
の
，外
に
.
、
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1ス
ク
、丨
島
^

び
サ
モ
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が
あ
る
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观
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成
果
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い
て
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>

ン

，
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丨
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如
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つ

.て
ゐ
る
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賢
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的
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見
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と
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彼
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檢
は
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爲
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献
；̂
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萸
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瘦
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檢
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檢
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.、
行

け

ど

た
VT

鹿
な
い
大
海
鼠
で
徒
ら
に
0

^

な
や
ま
さ
れ
、'
止
む
な 

く
出
發
點
.呤
引
遮
す
祀
及
ん
で
、
傅
說
の
根
據
は
幾
分
弱
め
ら
れ
た
。
そ
れ
-か
：ら

後

、
相

當

の

期

間

i

u
打
ち
き
ら
れ
、
遂
に
多
く 

の
フ
ラX

ス
人
，
や
ィ

ギ

リ
'ス
，人
に
ょ
つ
て
，
栴
方
大
陸
ぐ
そ
*ろ
ァ
ヴ
了
と 

一
一„

1

*

^

1

^
 
.
ン
ド
の
間
に
横
社
る
，E
大
な
る
島
に
他
な

ら
奴
匕
と
が
明
か
に
さ
れ
た
の
セ
‘あ
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マ
ル
’
★
ス
以
.前
'に
於
，て
は
.勿
論
、
そ
の
以
後
を
通
じ
て
も
.
*南
海
の
事
情
を
間
明
す
る
に
興
つ
て
最
t
.力
‘の
あ
つ
た
の
ばJ

a
l
-

C
o
o
k
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00,-79)

で
.あ
ら
ぅ
。
'マ.ル
，サK,

が
：ダ
ッ
ダ
の
航
海
記
を
最
良
の
典
據
と
し
た
’の
ば
歡
然
で
あ
つ
.
.て
、
.
.マ
ル
サ
ス
の
南
洋
記
は
.

ク
ッ
ク
の
.そ
れ
、に
他
な
ら
な
^
と
言
つ
，て
も
過
言
で
は
な
い

0周
知
の
如
く
、
ク
ッ
-ク
は
一
七
六
八
年
か
.ら
七
九
¥
の

間

、
に
、
三

囘

fG
t
る

，
航

海

を

企
V

A
そ
れ
、ま
で

未

知

の
±-
\
に
取
殘
さ
れ
て
’ゐ
た
幾
多
，の
地
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を
歷
訪
し
、
.同
時
，•ぬ
英
國
に
廣
九
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新
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齎
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た
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七
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て
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國
を
出
帆
し
た
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南
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南
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卞
ノ
フ
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て
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目
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に
'到
着
し
た
の
は
^
年
四
月
で
あ
-
つ

た
。
觀
測
終
了
從
ノ
教
は
今
猶
ほ
.そ
'の̂

在
，を
信
ぜ
ら
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こ
.X
に
端
を
發
' L
* 

一
 

r

十
年
從
の
一
七

.
'
八

八

年

一

月

フ

•

*

ィ
リ
ッ
ブ
が
，七
百
五
十
人
の
囚
人
を
つ
机

.て
ボ
.タ
、

：！1

1
謂
に
入
港
し
、

一

一
丹
シ!F
1
1、1
に
.於
て
植
民
地
宣
言
を
行
ふ
こ
-と
に
よ
つ
で
*

灰
領
植
岚
派
濠
洲
の
儒
坐
を
見
.た
の
で
あ
る
:0
ク
ッ
•ク
は
，そ
れ
よ
り
•ト
い
ス
海
峽
^
通
，過
し
、
e
ユ
I

ギ
一
一
ア
が
霞
洲
のI ,

部
に
非
ざ

る
こ
と
を
確
め
y

t
、ハ.タ
♦ウ
ィ
ア
に
到
達
し
-
七1

年
，七
月
希
望
峰
を
廻
つ
て
英
國
に
歸
着
レ
た
。
翌
七
二
部
、
彼
は
再
び
南
海
の
苒

調
莶
を
命
ぜ
ら
れ
、'Resolution

及
び.

A
d
v
e
n
t
u
r
e

の】

一
隻
を
以
て
プ
リ
マ
ウ
ス
港
を
出
帆
し
，た
。
今
囘
は
逆
に
希
望
^-
よ
り
東
南

fc
r
路
を
と
り
南
極
圈
を
症
廻
し
て
ー【

ュ
彳
•ジ
ー
ラ
ン
ド
忙
到
達
し
だ
が
、
そ
の
胁
何
物
を
も
發
見
し
得
な
か
う
た
。

ニ
ュ
1
*ジ

1

デ
ン
.
'ド
>

出
帆
し
て
如
ら
V

廣
大
な
霞
面
だ
縱
橫
に
走
破
し
.て
、
未
知
の
大
惶
を
求
め
た
が
、
結
局
か
、
る
大
_

の
，
存

在

せ

ざ

る

.
こ 

と
を確

！！

岭
せ
ざ‘る
を
得
反
か
つ
た
べ
更
に
彼
は
#

て
口
ッ*

ヶ
ワ
イ
ン
の
發
見
丄
た
イ
ー
ス
.
4
-
1藤
を
.、
次
•で
.マ
ル
.ケ
サ
ス
及
び
フ
レ
ン 

ド
リ
！
の
兩
諸
島
を
精
^

し
、
1
.旦
タ
七
チ
に
歸
航
し
て
か
ら
。
中
，央
太
平
•洋
を
说
斷
し
て
、
-
曾
て
-
キ
ロ
、
ス
、
が

「

聚

靈
'0
9

南
'の
國」

と
名 

づ
け
た
一
群
島
に
到
箫
し
て
、
こ
れ
に 

一一r

•
へ-
ブ
ラ
パ
ズ
の
新
名
稱
を
與
へ
た
。

レ
ド
ニ 

T

其
他
を
發
觅
し
た
後
、
 

W*

び
一
一
ユ
ー
•
ジ
ー
ラ
，
ド
を
訪
れ
、
い
ょ
^

^

歸
航
の
途
に
つ
い
た
が
、
そ
め
際
攘
洲
と
フh

ゴ
鳥
の
中
間
犯
' 

报
人
の
想
像
せ
る
^
 

知
大
睦
.の
、#

街
せ
ざ
る
こ
と
を
亂
か
に
し
た
の
で
あ
’る
0

一
七
七
五
取
七
月
"

即
ち
丸
ざ
苹
を
费
し
て
、
彼
は
英
國
に
.歸
着
し
た
が
、

こ
の
航
«,
に
.於
て
.走
破
_せ
、る
距
離
は
莫
大
に
達
し
、
希
^:
峰
か
ら
#
汰
希
望
蜂
に
歸
，航
す
石
ま
，で
に
腺
に
. 一I

萬
リ
ー
ダ
、
即
ち
赤
道
の 

.11

一
倍
ト
此
い
ノ
距
離
を
，走
'o'
た
。
常
時
と
.し
て
如
何
に
大
航
齡
な
り
し
か
は
容
妫
に
热
觀
し
、ぅ
る
の
で
あ
つ
て
、
就
中
從
來
の
大
航
海
が 

常
に
壊
血
病
そ
の
他
'

^
る
多
數
人
命
o'
損
f

免
れ
な
か
つ
た
に
比
し
、
彼
の「

レへ、ソ
リ
ュ
！

ン
‘ X..

•■號
は
像
か
，

一

名
を
失
つ
た
花 

過
ぎ
な
い
こ
と
f
t、
，1

層
ク
ッ
ク
の
名
聲
を
高
め
^-
所
以
で
.あ
つ
、■た
。

'
 

'

~ 

- 

ク
ッ
ク
の
墅
ー
«
海
は
大
瓯
洋
ど
太
平
洋
を
^
ぐ
北
方
水
路
を
探
す
た
め
で
あ
つ
た
。I

七
七
六
S
ハ
月
，
彼
は
，

R
e
s
l
i
o
n

及
び
，
 

■
Discovery

2

•蓮
を
以
て
ブ
リ
マ
'ス
>潘
を
出
帆
，レ
、
希
，乾

峰

'
ク
ス
4

ン
一
ア•を
經
て
モ
ユ
ー
■•ジ
i
フ
シ
ド
及
び
ソ
サ
イ
，エ
デ
ィ
ー
諸 

岛
に
到
、つ
■た
。
ク
匕
チ
に
數
ケ
月
®-
法
し
か
後
、)

航
海
の
•目
的
た
る
北
.方
に
印
ひ
.一.

群
高
I
發
見
し
、'
.彼

^

こ
の
航
海
を
命
じ
た
海 

,
軍
大
踣
に
因
'ん
で
、
サ
ン
卞
ゥ
イ
ッ
チ
鮮
島
と
名
づ
け
た
9-
.こ
の
名
稱
对
約
'
1世
紀
間
用
.ひ
，ら

れ

た

後"
い
つ
し
か
、

C

ワ
イ
と
改
名
さ 

れ
た
の
で
耖
る
。(

こ
の
島
の
眞
の
最
初
^
發
、見

者

,id
士
ハ
世
紀
の
.ス
，
ベ

イ

シ

人

と

illE

は
れ
て
ゐ
る
？C

文
明
國
に
こ
れ
を
紹
介
し
た 

、
の
は
ク
义
グ
で
れ
る
"0
ク
ッ
ク
ば
次
で
カ
リ
フ

>

;̂.'

一一
 

ア
沿
岸
を
北
上
じ
て
、
贫
，て
ぺ

ー
リ

r
グ
が
活
躍
し
た
カ
方
水
域
に
達
し
た
カ 

途

中

ヌ

ー

ト
カ.サ
ゥ
ン
ド(

K
0
9
tka.’s

o?l
m
e

^.
の
他
を
發
見
し
た
で
こ
'の
ぎ
に
づ
.い
て

，
，
は

、

マ

鼻

*¥
.ス
-に
.次
の
記
事
が
あ
る
0「

ア
メ 

，‘

,
 

'
マ
ル
サ
ス
人
|-
|
输
1
£现
ば
.れ

た

南

海

賭

島

へ

>

I
,

:
-

.

五
.七

.
•(

一
 1:.

.ニ
七
’

〕



, 

マ
\
サ
ス
人
ロ
論
に
現
は
れ
た
抱
海
請
島
\
- 

I
/-
/'
'
五

八

0*
3

0

V
ガ
北
指S

赴
い
^
最
近
の
，航
侮
は
-?
,種

人

坐

活

，
に

•於
け
る
齡
足
た
る
、困
窮
の
如
上
の
報
道
；̂
骨
路
，u
.、
*又
概
し
^-
自

然

が

_

ら

最

も
 

,
—

豊
富
な
食
物
を
^
す
と
恕
は
れ
る
激
業
，な
る
.̂

，の
が
、
實
は
'頗
る
當
ぃ
て
に
%:
ら
ぬ
も
の
‘で
あ
る
こ
と
を
ー
ボ
し
て
ゐ
る
Q
ヌ
ー

ト
ヵ
，
•
サ
ウ 

ン
•ド
近
海
は
住
^
を
寄
せ
っ
け
•ぬ
ほ
ど
結
水
寸
る
：

U

と
は
、
'殆
ど
^
ひ
は
全
乂
な
い
と
言
っ
て
好
い
/0
而
も
住
民
が
細
心
の
ft
意
を
*以
>
 

,

て
各
の
備
ヘ
^

^

し
ノ
耐
寒
の
愈
物
女
片
ッ

、«>
が
ち
用
意
し
貯
W
す
る
鄯
實
t
見
れ
ば
、
冬
.の
漁
業
は
絕
望
な
，こ
と
が
明
か
で
，あ
る
、

.
茇
4」

と

、
，
ク

〕
ッ

ク

は

猶

ん

^
べ»1
リ
.ン
グ
海
«

に
達
し
，、
そ
の
ア
'ジ
了
側
§:
-
調
.聋
し
た
が
^
こ
机
§:
'
通
過
し
て
大
西
洋
に
出
で
.る
こ
と 

.は
出
來
ず
、

1
旦
ハ
、
ヮ

ィ

に

立

炅

の

^

が

い

一

七
七 
1汍
尔
ニ
月
、
•
ケ
ア
ラ
ケ
'ク
ア
灣
に
於
'

V

蠻
人
に
襲
ば
れ
.、
不
慮
の
最
後
を
遂
げ
て 

■

し
ま
っ
た
。
肿
七
彼
が
三
'度
，び
の
-大
、航
海
粑
於
て
淨
だ
結
果
ば
極
4

て
大
な
み
も
0
が
.ぁ
づ
た
0「

南
方
の
未
知
大
陸」

が
軍
な
る
想
像 

の
靡
物
に
過
ぎ
'ぬ
こ
と
が
略
か
に
さ
れ
た
許
り
，で
な
く
、
そ
^
ま
で
殆
ど
叉
は
务
ぐ
知
ら
れ
な
か
っ
た
多
く
の
.島

々
-|
:

*

或

ひ

は

發

見
 

じ
成
.ひ
'は
傅
發
見
-V
、
芘
慚
を
尊
ね
水
路
を
開
き
、
大
な
_る
程
贬
に
帘
海
の
，謎
|:
解
き
得
た
の
で
浪
る
。
' 

- 

:

、.
.
、四
、
マ
•ル
サ
ス
人
口
論
ぬ
現
は
れ
た
南
齋
諸

島

:

.

.

.

.,

、' 

, 

南
海
»

島
に
.關
す
る
マ
，
ル
サ
ス
の
記
述
4-
'

、
，殆
ど
第
一
編
第
一
ー
ー
章
及
び
特
に
第
五

‘章
に
見
坩
さ
れ
^

。‘
第
三
章
は「

人
類
社
會
'の
最 

他
踏
段
に
於
'け
る
、
人
ロ
に
對
:̂

る
賺
に
就
て」
と
題
ざ
れ
、
‘
フ
-
I
n
:島
、
ヴ
ァ
ンV

テ
.
y丨
メ
ン
X'
•
ラ
ン
ド
、

T

ン
ダ
ノ
マ广

豸

、 

及
び
險
，に
新
和
蘭
に
關
す
る
報
道
を
傅
へ
モ
ゐ
る
。

フ
，
'
ゴ
鳥
，の
紙
事
は
旣
に
揭
げ
た
が
4
，次
の
•ゥ
ァ
ン
♦
デ
ィ
ー
メ
ン
ス
•
ラ
ン
ド
即 

.

ち
タ
ス
マ
一
一
、
ア

の

住

民

.に
就
て
は
、
マ
ル
サ
ス
は
単
に
、
フ
OC
.

W

I住
民
に
次
で「

才
能
^

^

®も
殆
ど
之
に
劣
ら
ず
低
い
.し
と
記
し
て 

,
',
'

ゐ
る
欢
け
>
-
あ
各
？
そ
し
て
ス
.
マ•
.ト
ラ
.，の
北
方
'

—

ベ
ル
ガ
-ル
‘灣
杧
散
在f

る
ア
ン
グ
？マ
ン
满
島
.に
つ
い
て
は
、

マ
ル
サ
ス
•が
フH

ゴ
島 

,

及
び
タ
ス
マ
一
一
ア
の
記
取
に
^

げ
て
日
く
*「

然
る
に
最
，近
-の
報
道
ゆ
、
東
方
の
ア
ン
グ 
<マ
ン
群
島
に
；臾
.に
慘
め
な
變
族
が
棲
息
し
て
ゐ
•

(

1

と
^

へ
七
ゐ
名
*

雀
海
者
達
が
^

人
生
活
fi
e

就
.て
、物
身
つ
て
ゐ
る
如
何
.取
る
庫
柄

も

此

が

民

族

め

竣

風

杧

找

到

底

及

ば

な

ぃ

と

办

拿

.
で
あ
，る
.0
双
^
の
ル
'ゆ
る
時
間
は
、|
食
物
ね
^

^
に
費
ざ
‘れ
て
ゐ
る
0
.森
に
比
動
物
は
殆
ど
或
び
は
全
.く
棲

息

せ

ず

、
食/^
植
嘞
も
傜 

,

,

‘ 

か
で
-あ
、る
か
ち
ハ
彼
等
の
主
た
る
仕
事
は
、
或
，ひ
は
沿
石
を
鹚
じ
、
或
ひ

.

.は&

遴
を
徘
徊
し
て
、
當
て
に
.な
ら
ぬ
魚
類
を
搜
す
m
で
あ 

, 

，る
が
、
そ
れ
も
荒
天
の
築
節
，に
は
、
屢
々
草
臥
僩
け
に
終
つ
て
'し
ま
ふ
。
’
‘身
長
、は
五
！C

を
越
ゆ
る
は
稀
で
、
腹
.部
は
翁
脹
し
、
肩

を

尖

•
 

r 

り
、
頭
は
大
き
く
*
手
促
は
不
釣
合
.に
細
い
、
：
顏

貌
’に
は
槌
度
の
慘
苦
、
'飢
^

^
鐵
1
#の
哪
壤
>
交
‘錯
.が
刻
ま
れ
て
ゐ
る
。
其
の
鹱
れ

I
.

. „

果
，て
た
姿
態
は
，、
健
全
れ
榮
養
分
の
-不
足
を
如
實
に
示
じ
.
.て
ゐ
る
0、
海

岸

に

は;"
今
や
俄
死
せ
ん
と
す
^
4
;宰
な
，る
輩
も
見
受
け
ら
れ 

I

 

‘ 

た」

と
。
ぃ
マ
ル
サ’ス
の
所
謂
：

g

近

，
の

報

道

と
•は
、
’サ
.ィ
ム
氏
の
ァ
ヴ
ァ
&
行c

s
y
g
.
w
p
b
a
s

及t'o Ava;

•
を
指
す
が
、
こ
の
島
ほ
ど
、

,1 

.

舊
く
か
ら
そ
の
夜
在
の
知
ら
れ
.乍
ら
、
そ
の
、@

の
知
悉
さ
れ
な
か
.つ
だ
島
ぼ
慨
り
類
が
.な
い
。

一

七
八
八
'年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、

.

一
 

’
’ 

.

ベ
ン
ガ
ル
政
廳
は
こ
k
に
囚
人
植
民
地
を
建
.設
す
る
目
，的
で
、cole

srooke,

. Ha
i
r

 

C

Sの
兩
氏
を
派
遣
し
，、
後

营

七

八

九

年

チ

’
| 

.
 

ャ
-タ
<
&.
に
始
め
‘て
植
民
地
を
開
W
た
。
併
し
?:
の
怖
る
ベ
^
高
死
亡
率
に
ょ
つ
て
、
七
部
後
に
，は
こ
の
植
民
地
は
他
に
移
さ
れ
る
に 

-

 ̂

.

茧
つ
た
0-
マ
ム
サ
ス
時
代
に
は
、
こ
\
の
鳥
民
は
依
然「

人
を
生
き
や
ら
に
し
て
喰
ふ」

'最
も
無
淺
な
8
人
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
，た
，
の
で
あ 

^

'

.

る
。
併
し
4'
.猶
‘ほ
甚
だ
し
き
未
開
狀
態
裒
在
る
こ
と
は
、
我
國
の
占
領
と
典
に
理
.地
观
道
と
し
.て
旣
に
傅
へ
ら
れ
て
來
た
。

(

註〕

最
近
我
軍
に
占
領
ざ
れ
た
f

ト
•ブ
レ
ァ(

p
l
B
I
a
i
o

は
、
‘彼に
因
ん
で
命
^

さ
れ
た
最
，大
最
祺
要
な
港
で
あ
る
。

’
•

，

| 

、
 

.

.こ
れ
ら
最
低
I
級
の
次
に
は
摄
洲
卽
ち
嘗
時
の
一
夂
ュ
ー

•
ホ

ラ
ン
ド

の
住
玛
が
I
か
れ
て
ゐ
る
。
旣
述
の
如
く
、英
亂
が
こ
、
に
植
拔 

I
:

 

'
 

地
1
開
い
、た
の
は

,七
八
八
年
で
あ
レ
加
ら
、、
マ
ル
サ
ス
~時
狀
に
は
、
义
.の
大
睦
ば
敗
ど
全
く
原
住
民
9
み
の
'世
界
で
あ
つ
た
。
マ
ル 

一

..
-

サ
ス
は
主
と
し
て
H

.1
J
*
ン
ス
の「

為

忒
-!
、•
サ
V/

ス
•
ゥ
工
ー
ル
スi

L
C
C

a''

贫
丨A

c
c
o
l
m

rl-
o
f

 

： N
e
w
.

 

S
o
u
t
h

 

W
a
l
e
s
)

に
據
つ
て
、
こ
、の

■ 

•

.顼
隻
の
歌
慘
扠
生
洁
狀
態
を
撕
寫
し
て
.ゐ
‘る
0
例
へ
ば
蠻
人
は
贩
蟲
主
§
.
て
ゐ
る
\
か
、
羊
齒
‘の
艰
と
蟻
と
を
淡
き
混
硭
た
圑
子
.

|バ 

.を
常
食
と
す
名
と
か
記
し
た
從
で
、
' 甚
だ
素
朴
.な
掠
奪
結
婚
、.
婦
女
虐
特
厂
豐
.の
'
風

習

七

傅

へ

；
「

人
.ロ
減
退
、の
斯
か
ふ
有
力
な
原
因

I
I
.

 

,
, 

. 

. V

ル
サ
ズ
人
抓
論
に
親
は
れ
た
樹
海
截
揭 

'  
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-

-

V
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.
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ナ
ル
サ
ろ
人
ロ
输
に
瑰
は
れ
だ
南
海
饊
氟 

ガ6

 

、
5
;
!ー！
0
5

の
下
に
於
イ
は
、
吾
人
は
、
人
口
の
緣
薄
な
土
地
に
動
植
_
の
‘
故
增
加
す
令
で
各
ら
か
-、

史

た

之

-
は

岸

邊

か

>̂
'
採
れ
る
免
類
と
相
合
.
 

し
て
ー
住
^
の
消
費
骷
釭
超
過
す
る
で
あ
ら
づ
、：
と
{齋

.想
，像
し
た
<:
灰
る
.
0:翁
し
金
體4

i

て
.見
れ
ば
、；.人
ロ
は
概
し
て
食
物
、の
.平

'
 

,

均
撕
給
■
の
水
準
に
近
接
し
て
居
つ
.て
、
隨
つ
て
荒
天
其
の
他
の
源
因
和
ら
少
し
で
‘
食
物
に
畎
乏
&
來

せ

ば

-
.
忽
ち
に
困
窮
を
惹
起 

,
す
；る
惧
れ
が
あ
る」

と
論
じ
、狂
暴
な
る
褙
極
的
降
碍
办
下
忆
於
で
も
常
に
、生
活
資
料
-の
水
準
を
^

^
せ
ん
と
す
る
人
口

增

疽

カ

の

優

^

一 

を
示
さ
ん
と
し
て
ゐ
る
。 

」

.
、
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-

人
覲
階
段
0
最
下
層
と
し
て
如
上
，
の
諸
地
方
を
述
べ
た
後
、

す
ル

t
ス
は
ぞ
の
第
五
章
に
於
て
、
•旅
海
に
散
往
す
る
幾
多
わ
島
々
を 

I
檢
射
し
て
^'
る
。
先
^
ニ

ュ

ー
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广
1
,カ
レ
ド
ン
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ア
、
一

i

ラ
ー
.•
へ
ブ
ラ
ィ
ド
等
の
諸
鳥
に
つ
ハ
て 

•
は
-
上
.れ
ら
1玉
島
の
内
情
は
靳
か
で
な
い
。
恐
ら
く
彼
等
の
&
會
狀
態
は
：：ァ
メ
力
の
幾
多
蠻
族
間
，に
行
は
れ
る
■そ
れ
と
酷
似
し
て 

'

ゐ
る
で
あ
ら
ぅ
。
斯
か
る
鳥
嶼
に
は
異
る
數
々
'
.の
齓
歉
蟠g

し
-
相
$-
の
鬪
爭
に
寧
日
な
き
ぜ
如
く
で
あ
る
？
齒
長
の
威
令
は
行
は
れ 

'ず
，
財
產
も
隨
つ
て
不
安
定
で
あ
る
か
ら
、
澌
か
.る
地
に
於
て
ば
，.、
食
糧
.が
豊
富
と
な
つ
た
例
し
は
殆
ど
無
い」

.と
の
み
記
さ
1
て
、、ゐ
、
 

る
S

ぎ
^
い

。

一
一
ュ
ー

•ギu

ァ
は
十
六
册
紀
に
發
見
さ
れ
、
爾
1-
密
名
か
航
海
款
に
*し
て
と
れ
を
訪
れ
た
も
の
は
栩
め
て
多
い
が
、
 

當
時
は
和
蘭
の
妨
窖
に
ょ
つ
セ
そ
の
内
部
事
情
^:
知
る
'こ
と
は
困
難
で
办
つ
t
o
’
_濟
，が
^
:格
化
し
た
の
は•

十
九
世
紀
後
半
モ
レ
ス 

ビ
一
c
ll
i
:

〕

、が
現
は
れ
て
か
ら
で
あ
る
て
-

r

ュ
ー
•
カ
レ
ド11 .
ア
は
ク
•■ッ

ク
抓
愈
く
一
 

七
七
四
¥
に
發
見
し
た
ば
か
り
で
あ
る』
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¥
前

後
^i

は
殆
ど
何
事
:̂
知
ち
：れ

そ

ゐ

な
.か
.つ
-た
わ
け
で
あ
る
。
0
こ
の
'

*

1

4/V
5:
二
：
年

佛

領

と

宣

言

さ

れ

、

.
當

時

.の
ボ
ー
レ

.
'ド
ゥ
.

r

フ
ラ
ン
.は
.ヌI 
メ
V

と
改
稱
.さ
れ
て
、首
府
と
.な
り
、
、以
て
.今

日

■
に

至

ケ

，
て

•ゐ
.る)

o

〈

註)

ボ

ー

ト•
モ
»;
.
ス
ビ
ー
は
彼
の
名
を
記
念
す
る
港
で
あ
る
0-
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'
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次
で
マ
ル
サ
ス
は
二 

4
1
*
ジ
ー
.ラ
ン
ド
に
移
る
。
，ク
ッ
ク
の
.努
カ
に
ょ
っ
セ
、
匕Q

-
a
f
Q

#-
情
は
可
成
り
判
明
し
-て
ゐ
る
が
、「

そ

れ
i

y
も
住
民
間
の
社
會
狀
態
に
關
し
、
吾
人
に
快
き
印
象
を
興
へ
る
が
如
ぶ
も
の
.
•で
は
な
い
。
船
長
ク
ッ
ク
が
そ
.の
如
々
の
三
航
海 

.記
^
描
寫
4
た
载
島
の
光
景
は
い
：人
類
の
.膨
史
め
各〔

頁
に
遒
遇
す
1
最
も
陰
慘
な
暗
影
9
幾
許
か
|:
示
し
.，て
、
ゐ
へ
る
。

斯

‘
か

る

人

民

の

異
 

る
種
族
間
に
存
す
る
不
斷
の
確
執
は
'、
’ア
メ
'リ
ヵ
の
如
何
嗷
る
蠻
族
_
.に
、於
け
る
ょ
り
も
觅
に
茈
し
く
、
破
等
が
人
肉
を
、
而
も
好
ん 

で
、
唆
^.
風
^
^-
有
.す
^
こ
と
は
、
，疑
問
の
餘
地
な
き
事
實
で
あ
る
.

」

。
，
マ' ル
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-
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驗
么
轉
'記
し
て
へ
窮
民
相
互
‘̂
敵
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•狀
歡
を
傅
へ
た
後
、
‘-)
-余(

グ
.ッ
..ク•}

自
ら
の
.觀
察
に
依
り
、
'また.タゥ
ハ
ル
汴
ア

.の
報
，吿
に
依
れ
«

、

« 

n 

!
.
f
ラ
ン
ド
，人
は 

相
互
に
敵
か
來
寇
を
‘惧
れ
.て
絕
ぇ
ず
不
安
の
'裡
に
坐
活
す
る
も
の
、
如
く
で
あ
，る
'0
费
し
正
し
く
彼
等
0 .
考
へ
る
ヵ
女
ぺ
未
た
脅 

*て
：他

種

族
わ
侵
害
を
受
，け

.ざ
る
種
族
は
殆
ど
皆
無
で
あ
り
'、
、隨
^
て
»
ぇ

ず

復

仇

，
の

機

.を
親
覦
し
.て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
，

,0
ま
た
恐
ら
く 

•羡
食
に
對
.す
る
，願
望
は
尠
か
ら
ざ
る
刺
'軟
で
あ
つ
て
'
、
，
：
.
.
-
.

こ
-の
戰
慄
す
べ
き
針
畫
そ
實
衍
す
る
方
法
は
、
先
^'
夜
陰
.に
乘
じ
て
敵
に

忍-び
#
り
、
抓
除
を
見
澄
し
、-------------

，尤

も

斯

，か好̂
機
は
容
易
に
柿
へ
得
石
‘も
の
：で

為

fe
>'ぅ
が-
—
幼
港
男•女
.
の
差
別
な
く
鎏
殺
す

'を
の

で

あ

る

'
。

虜

毅

が

首
，尾
ょ
く
終
れ.
ば
、
或
ひ
；̂
現
場
で
濟
宴
を
催
し
て
贪
り
喰
ひ
、
或
ひ
ば
死.
屍
を
滿
載
し
て
瓢
族
し
、
.家
庭
に 

於
て
孿
紙
極
い
淺

* '
t
喰
ひ
方
,̂

す
^
9
で.
あ
’る.
い
と
說.
明
し
\て
I.

Q.
彼
■は
斯
く
こ
の
島
に
^

け
る
人
ロへ
に
，對
す
、る
障
码
と
し
て
、 

'戰
筚
に
上
る
‘人
命
^
失
を
擧
げ
た
^
論̂
じ_
て
‘日
く
へ
，

「_
入
:̂
人
ロ
#
殖
に
不
利
%
何
等
か
の.
習
惧
を
實
，行
し
，つ
、
あ
る
か
否
か
は
不 

阱
で
あ
る
。
ょ
し
斯
か
な
習
慣
が
あ
，る
，と
し-
て
も
、
最
等
は
異
常
な
艱
苦
の
秋
や
な.
け
れ
ば
、
、恐
ら
く
實
行
さ
れ
る
事
は
無
>
で
あ
ら 

ぅ
。，，蔷
し
各
施
族
は
、
攻
访
の
カ
を
大
な
ら
し
'办
ん
と
し
ら
其
办
成

'員
の
增
加.
也
，ん
と
■と
を
希
望
す
る
で
あ
ら
ぅ
か
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で•あ
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一
フ
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pの
住
民
は
'久
し
く
ぞ
の
，狂
暴
を
以
て
知
ら
れ
,'
1
ク
ス
‘マ
ン
が
一
六
四
一
一
年
始
め
て
こ
、
■に
'寄
灌
し
た
と
き
、旣 

-

に一

言
し
た
通
り
、
船
員
の
ン
.部
姑
忽
ち
'±
;
が
不
踩
害
さ
レ
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ス
す
^
枕
^

の
地
支
骤
人
獨
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a
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,
立
去
つ
た
,0
後
に
■ク
ッ
ク
艰
こ
.■
^
地
^
上
避
す
る
必
戰
に
痗
ら
れ
太
ん
全
い
^
人
の
^
人
ト
狭
か
々
る
を
得
袁
が
つ
> た
o
,
C.れ

は

慈

愛
 

心

に

富

め;^
彼
.に

と

つ

て

：

^
、

前

例

，
’の

な

い

出̂

^
あ

づ

，
で

、

土

入

わ

^
暴
性
を
物
，語
，
る
何
ょ
ゎ
の
證

«
と
見
ら
れ
や
ぅ
'

併
し
十 

九

弛

紀

に

入

つ

，
て

英

，
國

貧

^
師

が

人

り

込
&
と

共

に.
.、
、
彼

等

も

次

紙

に

，
馴

制

ざ

^'
て
\
殊
に一

八
四
0-
年
英
國
植
民
.地
と
な
つ
て
か
ら 

'
は
、
逢
く
澈
人
に
猶
倒
各
れ
ソ
今
日
で
比
杂
ん
ロ
百
六
十
萬
^
ぅ
ち
”
虫
人
は
泥
萬
前
後
を
數
へ
^

^
過
ぎ
な
い
,0 

一

併

-^
腐
姆
0
:南
傭
諸
島
と
雖
も
、
必
ず
し
も
そ
•の
金
部
が
悲
漱
な
»
爭
^
难
人
、に
終
始
し
ー
て

.ゐ
た
れ
け
で
は1
い
91

郜

の

島

嶼

は

， 

遙
か
に
平
獄fe
坐
晚
を
遂
り
パ
' と
れ
：
は

寧

ろ
誇
漲
さ
れ
て
猶
洲
人
，に

;#
呔
り
、
'■怡
，も

極

樂

く

喧’傅
さ
.れ
た
の
で
あ
マ
ル
サ
ス 

3
!
<
1
人
煙
疏
な
る
へ
 ̂

J
'
v
l

ラ
ン
K
ょ
り
眼
を
轉
じ
，て

ネ

タ

ヒ

ー

ト

(

即
ち
>-
ヒ
チ
島)

及

、び
ソ
サ■ィ
，エ
尹
ィ
ー
諸
島
の
人
ロ
棚
幣 

,
な

る
海
岸
地^-
を
眺
め'れ
，ば

、
別
猶
の
氣
景
が
吾
人
の

'前
に
展
開
さ
.れ
'^'
o .

豐
鱗
鼻
る
ヒ
と
へ~

ス
ぺ
リ
y

ス
の
園
®
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の
，如
し
と
謳
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’れ
る
こ
の
地
方
ば
、i

風
藤
乏
の
薆
队
は
影
も
だ
き
が
如
く
で
•あ
る
vll
と
。
併
し
#
は
反
問
す
K

o「

幸

福

.̂
變
；餺
と
.仗
常
に
最
有
力
な 

增
殖g

因
と
見
做
さ
れ
て
ゐ
、る
。
然
^

氣̂
候
，が
快
適
で
ハ
疾
谓
は
締g

且
つ
、婦
认
は
毫
も
苛
酷
な
浠
股
に
惝
ま
さ
れ
な
い
地
方
に 

於
て
は
、
' 是
蹲
の
’原
因
が
ょ

り

，
不

利

な

地

方

の

，
比

肩

す

や

か

ら
ぎ
る
.猛
威
1
以
；て
作
用
.せ
灯
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が
办
ら
ケ
.t
.而
も
若
し
そ
れ
が
作
用
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し
^
な
ら
ば
、
人
口
は
爾
く
狹
隙
^
限
#
内
の
.何
！
！̂

餘
地
ム
食
物
を
發
見
じ
得
る
で
あ
ら
ぅ」

マ
と
9
そ
しy

ク
：
ッ
ク
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囘
四
十
リ
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1グ
に
充
た
-^
い
グ
匕
チ
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の
人
ロ
が
，ニ
十
萬
.四
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達
す
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を
見
て
M
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し
た
が
*「

こ
、の
-人
口
た
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ま
^
り
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十
五
年
と
す
れ
ば
、
僅
々T

41
1;
紀
間
に-
三
商
管
突
破
す
る
ご
と
に
な

>

る
が
、
，そ
の

隙
、
之
の
離
し
い
人
員
は

^

も
何
處
に
處
分
さ
れ 

得
る̂

あ̂

ぅ
。
他
か
鳥
嶼
と
，
_

も
矢
般
ヵ
洞
様
で
あ
ら
ぅ.°
卿
ち
一
か
ら
他
に
移̂

こ
と
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單
に
場
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の
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に
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變

更

と
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ら
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：地

位
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似
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し
て
は
、
.

有
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栘
住-

或
ひi

有
效
な
輸
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の
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きは
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金
く
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で
あ
る
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こ
の
諸
島
の
民
が
引
續
き
ニ
十
五
年
芻
に
倍
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し
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か
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障
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習
憤
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ち
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^
め
禪
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ふ
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信
せ
ね
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な
ら
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>」
と
論
じ
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ゐ
る
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神
話
に
现
は
努
，r
l
lト
ビ
;7
*

で
あ
る
o H

e
r
a

が

Z
e
u
s

と
結
婚
し
た
と
き
、G

8
a

 

,

(

0

^
や
の
長
^

は
贸
金
.，の

梂

榴

を

贈

つ

た

が

"
そ
の
守
獲
に
當
0*

た
か
於
、
A

t

r
と
■ 

H

l

esv
•
と
の
間L

i

亂
0

ら
れ
た
三
人
の
娘
S

人

，

J 

.
、
又

は

七

人

と

も

言

は

れ

る

、
で

‘あ
る
。k

e
s
p
w
r
i
d
e
s

と
は
こ
の
娘
達
を
指
す
。-He

r
6
c
l
e

は
ご
の
抑
摘
を
守
る
两
頭
(0
,
馏
を
殺
し
て
林
^

^
&-

J 
J 

V. 
- - 
v
r
A
\
.

:

ノ 

. ...
.,.
:,
l-
v
v-
,'-. 
r
i 
-
'..

パ. 

-
i. 

- 
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.
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* ..Y
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v
t
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.

得
し
、
，
以
て
そ
の
十
一
称

|

キ
：
業̂

成
就
し
た
。

ハ

. 

' 

• • 

•
, 

.

然

ら

ま

ん

：
！
#'
殖
を
妨
げ
る
如
.何
な
る
習
慣
が
見
出
さ
れ
る
か
と
^

ふ
に
、
マ
ル
>

ス
，呔
ク
ッ
ク
に
從
れ
て
、
亂
交
と
殺
兒
と
を
擧

• 

. 

. 

..--.
'

■:
■
•
■-
..•-.
.
:
ン
.

.
-

■•
•
•

.

.
 
. .

i
\
'
.•.... 

. 

.
■■.

.

.

-
.

.

.
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;:--

声.

，..
.
.
.
-
■
 

•• 

; 
.
.:-

-

げ
て
ゐ
る
。
そ
じ
て
こ
れ
習
»
ひ
斧
及
を
、
.彼
は
ア
ー
レ
オ
ィ
結
社
な
る
，も
の
.、
責
任
と
解
し
て
ゐ
る
？
卽
ち
タ
ヒ
チ
.及
び
附
近
諸
島 

に
關
す
ふ
數
.次
め
報
道
に
據
ル
ば
、「

最
近
丈
明
諸
國
民
を
次
い
に
驚
愕
せ
し
め
た
ア
ー
レ
ー
オ
ィ
結
社
の
存
す
る
こ
と
は
疑
ふ
べ
く
も 

な
い
。
^
等
は
旣
に
幾
度
と
•な
ぐ
傅
へ
ら
れ
る
、と
こ
ち
で
^
る
•か
ら
'，
•敍
扣
は
單
に
、
亂
交
と
殺
兒
と
が
彼
等
の
.装
本
法
則
た
る
の
觀 

あ
る■1

事
を
指
摘
ず
れ
ば
充
分
で
、あ
る
。
彼
等
は
全
く
上
流
階
級
ょ
，り
-成
り

、

：
，：

こ
の
笛
佚
な
る
坐

^.
方
丧
は
彼
等
め
心
ょ
り
欣
ぶ 

と
こ
ろ
で
.あ
.つ
て
、
蓉
姿
の
.優
^

{
男
女
は
*
..
'最
も
敗
«
な
種
'屬
す
ら
猶
且
づ
孤
と
す
，る
不
埒
な
行
爲
を
續
け
て
靑
卷
，時
代
を
送
つ
て 

ゐ
る
。
：
‘
.
.
ア
ー
レ
ー
オ
ィ
.
P婦
女
が
分
娩
す
.れ
ば
、
永
に
浸
’し
，た
布
^
を
^
兒
の
#
口
に
當
て
ん
之
を
望
息
せ
じ
め
、る
。
ク

サ

ク
日
丨 

、

く

、
‘
斯

か
、る

結
社
が
、’
之
を
鞲
成
サ
る
上
級
階
級
の
增
酿
を
甚
し
■く
妨
遏
，し
つ 

る

ヒ

，
と

は
^

w
.r
e

A
る
、

と
。
‘
此
の
觀
察
の
眞
實 

,
’

な
る
こ
と
に
就
て
は
'、
狭
ひ
の
餘
地
が
な
い
；>
マ
ル
サ
ス
の
こ
ー
の
ー
節
を
_
か
ば
、
~右
'<
7
>結
社
は
，恰

も

罪
惡
俱
樂
部
た
る
の
印
象
'を
受 

,

比
る
が
、
寶
際
は
必
す
し
も
さ
ぅ
ゼ
は
な
い
ょ
ぅ
で
あ
る
ガ
大
英
W
科
，辭
典
，に
從
へ
‘ば
"
，备
0
1

;
,又
は
‘A

r
l

と

，
は

、

タ

ヒ

チ

島

に
 

■
■'淵
源
し
、-
後
に
^ ;
の
南
尤
吊
露
傷
に
傅
分
^
秘f

ll

fe
で
，、.：̂
丸
共
に
ス
會
を
許
今
れ
る
。
冗
摊
察
敎
的
性
質
を
帶
ぴ
/
會
員
は
自-  

ノ 
.

マ
ル
ち
ス
人
：
！
'論
に
現'は
本
た
-南

海

諮

故
,

ノ 

,-
■

■

-

ぐ

.

,

’

六-
三

(

J3
S

を
朧
ヴ
て
漱
等
の
此
會
狀
籐
仏&

ぞ
に
か
る
飾̂

吾

ん

は

不

奶

の

'

奇
氍
菸
婦
人
を^ -

-

账
に
し
て
ゐ
る
办
で
な>

限
办
、



i

i

i

,
. 

,
ア
ル
サ
ス
，人
ロ
論
に
現
は
れ
た
谪
海
諸
岛

~ 

 ̂

. 

六‘
四

a

s

四〕

■.ら
ボ
リ
ネ
シ\

プ
の
剛
o;
r
?
T
a
i
f
a

の
.後
裔
ど
‘稱
:k
七
つ
夂
は
そ
れ
以
上
の
⑩
趴
に
分
た
れ
、
各
々
'特
有
の
人
氣
を
4
つ
て
ゐ
、る

.° 

-宗
敎
上
め
生
目
的
は
、
自
然
の
發
生
力
を
敬
#
す
る
こ
と
で
耖
る
。
：侏
し
こ
の
、結
社
は
ま
.た
大
な
る
社
會
的
勢
カ
^.
有
1
、
.總
て
.の
も 

9
、\
共
有
々
主
擬
す
る
。
婦
人
會
員
は
共
V有
財
糜
が
、
同
棲
期
调
は
三
‘日
と
定
め
'ら
れ
ハ
ま
た
乎
を
生
め
ば
直
ち
に
殺
害
す
る
義
務
が 

あ
る
。
尤
龙
そ
の
子
供
ザ
僅
扒
一
ー

‘
1十
分
生
存
す
，石
こ
と
を
許
さ
れ
た
と
き
は
、
救
命
さ
れ
る
。
子
供
を
生
か
^
て
置
.く
爲
に
は
、
母
は 

敢
へ
七
こ
れ
子
供
を
引
と
.ふ
男
性
#
員
を
探
ざ
'ね
^:
な
>̂
-
ぬ
，
等
.々
0
卽
ち
ク
ッ
‘ク
又
ゆ
マ
ル
f
ス
が
亂
.交
と
，斷
じ
た
も
の
も
、
そ
の 

-社
#
で
ば
普
通
の
行
爲
に
過
ぎ
な
い
。
マ
へ
ル
、サ
ス
は「

ク
ッ
ク
ば
オ
タ
ヒ
ー
ト
の
婦
女
を
、
餘
り
も
甚
だ
し
い
淫
亂
，_の
汚
名
か
ら
救
濟
せ 

ん
と
す
•る
特
別
の
努
，力
の
中
k
、
右
の
習
行
が
此
の
地
方
に
'於
て
'別
し
•て
猛
烈
な
こ
、と
を
承
認
し
ー

同

時

に

、
斯
：か'行
^

に

出

づ

る
 

宴

と

f

 

•ぐ
れ
が
た
め
に
f

社
會
上
の
地
f

f

れ
t

と
な〜

最
も
素
行
正
し
い
婦
女
と
繼
し
f

ぁ
る
と
述
べ
、
 

以
て
最
も
決
定
的
な
評
言
を
卞
し
て
办
る」

上
記
し
て
ゐ
る
。

.
，

■

' 

\ 
,

'
亂
交
に
ょ
る
不
‘姙
と
相
俟
づ
て
、
殺
兒
の
習
慣
は
素
ょ
り
1
<ロ
增
殖
を
妨
げ
る
#

で
か
る
が
、

マ
ル
t

又
は
一
般
に
寧
ろ
i

の
逆
を 

倡

忆

て

ゐ

，
る

。
.こ
れ
は
じ
：
1

ム
に
於
て
も
亦
然
り
で
I

つ
て
、
そ

‘の理
由
は
、
殺
兒
の
許
可
は
家
族
過
多
に
陷
る
邀
ひ
を
一
掃
し
• 
•

.
隨
つ
て
紙
婚
は
增
伽
し
、
而
尨
！

I

親
坟
、
極
端
な
場
合
を
除
け
成
、
.我
子
の
愛
に
惹
か
さ
ボ
て
、.、.、斯
か
る
璲
忍
為
行
爲
に
出
づ
‘る
を
得 

嘹
い
か
^
欠
と
v>
ふ
の
で
‘，ぁ
；
。
斯
く
て
マ
ル
サ
ス
ぽ「
オ
タJ

J
1

ト
及
び
附
近
島
嶼
.に
於
け
る
ア
ー
レ
‘
1
オ
.ィ
結
社
の
流
行
は
、之
を 

一
除
外
例
た
ら
し
.め
る
で
ぁ
ら
.ぅ
'0
此
の
潛
»

は
多
分
こ
、
で
は
反
對
の
傾
向
免
，滞
；び
て
ゐ
る
し
と
言
づ
そ
ゐ
る
。
' 

.

贶
く
で
，ク
ヒ
チ
島
の「

社
會
狀
態
か
ら
-坐
免
、
人
ロ
に
‘對
ず
る
障
碍
は
、
C
れ
の
か
を
以
て
、
焉
も
快
適
な
風
-

H
、

最
も
繁
孳
な
豐
穰： 

,

b
效
果
を
相
殺
す
る
に
羌
分
と
考
ペ
^
れ
る
於
、實
は
こ
れ
.が
總
て
V?

か

な

い

。
.至
極

平

种

の

褪

に

t
v
,

の
日
-
^
の
流
れ
て
ゆ
く
と
思 

は
れ
た
ぐ
れ
ら
地
，方
に
於
て
も
、「

異
る
島
嶼
の
、住
民
間
の
戰
郇
及
、び
內
級
は
频
發
、し
、
時
I
し
て
秘
め
て
破
瓌
的
杧
行
は
れ
る
。
戰
場

Iす、
| f -
謝-、

に
於
I

人
命
の
浪
費
以
外
に
、
，征
服
者
は
檝
ね
敵
領
を
劫
揄
し
、
.膝
•家
禽
を
屠
殺
掠
奪
し
、能
'ふ
限
り
將
來
の
生
活
資
料
を
減
少
せ
.
 

し
め
'る
ャ
オ
タ
^

1

1島
は
一
七
.；！ハ
七
萍
反
び
六
八
年
の
掘
年
、に
は
膝

'と
家
禽
友
に
溢
，れ
て
ゐ
た
が
-
一
七
七
三
年
，

(

砘〕

に

は

^

^

の 

鳥
歡
の
.供
給
は
甚
だ
し
.て
不
足
と
な
り
，
殆
ど
何
物
を
.以
て
じ
て
.も
之
を
所
有
^
か
ち
購
ふ
こ
と
は
困
»
で
，あ
ク
た
？
，此
の
主
た
る
原 

i

は
、
船
長
‘ク
ッ
ク
祀
從
へ
ば
、
右
期
間
に
、勃
發
し
た
戰
爭
に
衣
る
。
船
長
め
.
0
:ぇ
ー
ヴ
.
>
.
1
,

が
'オ
タ
ビ
I
ト
を
訪
間
じ
た
條
、
.氏 

は
マ
七
七.七
‘坪
g

別
し
だ
知
人
達
の
大
部
分
の
旣
に
此
の
世
を
去
つ
だ
こ
と
、
爾
後
數
次
の
俄
爭
が
繰
返
{
さ
れ
、
典
の
際
オ
タ
ヒ 

丨
ト
西
部
の
,it
長
等
：が
’敵
に
合
併
し
た
こ
と
、
並
び
に
主
は
久
：し
く
金
く
勢
カ
爻
失
墜
^
典
の
所
領
は
全
く
荒
廢
に
委
せ
ら
れ
た
こ
と 

1等
を
知
つ
た
。
船
*.
ク
ッ
ク
’の
遺
し
，，て
置
卜
た
動
植

.
は
戰
亂
め
像
に
概
ね
失
は
れ
て
ゐ
た」

。 

• 

, 

• 

' 

t

の
苹
號
は
拙
譯
に
は
一
七
六
三
部

‘と
あ
る
が
、
ク
ご
れ
は
*7

丨’
ド
版
に
據
つ
た
、
め
^

誤
款
で
あ
る
。
こ
れ
を
指
微
し
て
下
ず
つ
た
南
亮 

三
郞
敎
授
に
感
謝
の
意
を
表
明
し
た
い
。

. 

■
:
 

'

.
楚
等
’の
原
因
に
ょ
つ
て
、「

オ
タ
ヒ
ー
ト
の
人
口
は
現
在
に
於
て
は
生
活
'資
料
平
均
額
の
餘
程
以
下
に
抑
止
さ
'れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る 

が
、
前
も
此
の
現
狀
が
久
し
’く
持
續
す
る
も
の
と
斷
言
す
る
こ.
と
は
早
計
で
あ
ら
5
C
fv
^
ク
ッ 
'ク
は
此
の
島
を
訪
れ
ス
&■
に
其
の
狀 

況-
の
變
化
を
認
、め
た
が
、
之
は
其
の
繁
榮
と
人
ロ
'と
，が
著
し-
く
動
搖
し
つ
、
あ
る
證
左
た
2
も
の
で
あ
ら
’う
。
そ
し
て
吾
人
も
亦
理
論 

上
芷
に
斯
く
推
定
せ
ね
'ば
な
ら
ぬ
。
脚
ち
，吾
人
，は
、
是
等
諸
鳥
の
何
れ
ボ
の
人
"卩
が
、
過
去
‘久
し
き.
に
’

)

日¥
ノ
一
萣
數
に
停
滞
し
て
ゐ 

た
と
も
、
或
’ひ
は
叉
如
何
に
緩
慢
に
せ
ょ
、U

定
の
速
度
を
以
て
規
則
的
に
增
加
し
得
た
と
、
想
像
す
る.
を
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
 

必
ず
や
，太.
な
る
波
部
を
續
け
來
つ
た
に
相
湓
な
W
の
で
■あ
る
。
A-
n
過»
は
常
に
鐵
人
の
生
来
の
好
戰
心
を
助
長
す
る
で
あ
ら
う
。
ま 

た
此
の
'種
の
侵
略
に
仗
つ
て
髀
诚
ざ
れ
る
怨

»
は
絕
爻
ず
1

を
擴
太
し
、
:m
^
の
虱
因
と
な
つ
た
菸
初
の
V

M
必
既
、に
消
.夫
し
た
後 

彳
と
雖
'
 
依
絡
流
血
の
慘
事
を
襖
け
た
で
あ
ら
う
。
人
口
、稠
密
な
社
會
は
3
平
常
節
約
に
傭
約
を
，
重
ね
て
、
，
而
も
食

#/.
の
限
#
に
切
迫 

マ
ル
サ
ス
人
口
.論
に
現
は
れ
た
说
悔
賭
席 

.

'

ガ
五
' 
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cr
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>ル.サ
6
人
0
麻
に
瑪
は
れ
た
南
海
敏
产
,

.

•

•

'、

.
六

六

.C11U1HCV 

.、し
f
t
o
.
猶つて

〕

厕
度の凶作に依づへ殺故と亂交の弊迸を茜しきを抓ベ、道般の'
人口緘逯
 

•
•の
原
因
は
、
‘又
农
と
^
じ
く
、
,之
を
深
刻
な
ら
し
め
た
事
情
：の
旣
r
_^'
0'
し
た
後
も
•
视
'•
<
は
J
mに
旺
盛
に
典
の
作
用
、を
續
け
る
で
あ
，
 

ら
ノ
ぅ
。
併

し

環
«
の
變
化.と
共

に

、.習
憤
1
除
>
に
或
る
程
度
あ
ヤ
變
化
し
、
，、：

<
ロ
は
幾
許
も
な
^

1
に
復
す
る
で
あ
'ら

ぅ

。

そ
一
し
て 

最
V
極
端
な
暴
力
の
伽
へ
ら
れ
ぬ
取
り
»:
久
し
く
そ
の
.卸
然
的
水
难
以
下
に
停
滞
す
'る
に
と
は
あ
り
#,
な

い

.0
-
歐
洲
人
と
の
^
觸
が
*
 

オ

ク

ヒ

ー

ト

に

於

て

、

，鐵

許

の

程

贬

ま

.で
此
の
極
端
な
，作

用

を

な

し

て

元

の

入

1:
1
へ
の
復
歸
を
妨
赉
す
る
で
あ
ち
ぅ
か
は
、
獨
り
經
驗 

の
能
く
決
定
し
#-

る
と
こ
ろ
で
あ
る
9」

パ
.

,

:

.

—

 

■ 

’ 
、 

' 

f

然
ら
ば
勝
後
の
經
驗
は
果
レ
て
何
ヒ
ー
ザ
レ
た
セ
t

;y
>

キ
令
难
紀
初
頭‘
の
同
島
人
汩
は
燁
々

」

萬
人
强
祀
過
ぎ
な
い
。
ク
ッ
ク
當 

時
め
訐
數
を
.

若
し
眞
と
す
る
な
ら
ば
、

1

讪
紀
半.
に
し
、て
二
十
分
の
、
'

f

に
激
減
し.
た
こ
と
に
な
る
。

.

.
m

太
平
洋
に
散
在
す
る
廣
大
な
佛 

領
>
 

即
ち
，二
ユ-

V

，カ
レ
-

ド

，

r

ァ
、-
ツ
ブ
ア
ィ
、

マル
ケ
サ
ス'*
,
パ
ゥ
モ•
ツ
、
及
び

ソ
サ
、H

テ
'

ィ
ー
の
諸
島
は
、
今
日

(
一

九
三
八
年)
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V 

i 
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:•

，で

付

を

の

全

人
ロ
，を
合
し
て
、
も
僅
か
f

萬
^

數
へ
.る
ル
止
ま
る6
欧
狐
人
と•の
接
觸
亦
殆
ど
到
る
と
こ
：ろ
に
於
て
原
住
民
を
滅
亡
.に
缚 

く
/こ「

と
は
、
疑
ひ
の
餘
地
な
き
事
實
で
あ
ク
て
、
、初
期
の
殘
餍
な
る
段
戮
、
そ
‘
に
■
く
狡
猾
.な
厶
去
勢
，
段
は
*
原
怯
の
減
少
と 

そ

の
活
カ
の
減
遐

を

招

致

せ

ざ

る

釦

得

、な
い
。

之
ヒ
チ
島
の

#:
'

民
,̂
、

，
‘そ
の
綷
姿
と
^

#
の
俊
れ
た
る
點
に
於
て
、
世
界
無
比
と
'm
せ 

ら
れ
-
特
に
镭
人
、i

貌
は
南
’海
の
祖
秘
と
さ
へ
■劳
、へ
A
れ
て
ゐ
，る
が
、
瀬
惰
と
無
氣
力
は
、
ま
た
宛
；

t

沢
あ
る
。
往
時
小
舟
を
操
つ 

て
遠
く
へ
ユ
！

ジ
、
.
1ラ
ン
ド
ま
で
も
遠
征
し
た
と
稱
せ
‘ら
れ
る
齡
先
の
茴
影
は
、，い
ま
は
求
む
る
_に
由
も
な
い
と
い
ふ
。
斯
か
る
琪
實 

を
顧
る
把
つ
け
、
ご
、
に
も
今
後
の
我
^
の
前
次
政
，策
、に
課
せ
ら
れ
た
大
.な
る
资
命
を
感
ぜ
’
.ざ
る
を
相
な
'い
。

.
；

，

他
<0
,諸
岛
の
事
愦
は
、‘，餘
り
詳
咖
で
な
い
，と
い
ふ
理
，巾
で
ノ
記
述
は
極
.め
，て
備
單
で
あ
る
0
..フ
レ
ン
ド
リ
ー
及
び
サ
y
ド
ゥ
ィ
ッ
、チ 

兩
'
»备
に
，於
て
ば
、
タ
ヒ
チ
島
に
於
け
る
と
同
機
の
'封
婕
制
度
と
封
建
的
撥
亂
，
酋
長
の
法
外
な
權
カ
，と
下
層
階
級
の
慘
狀
、
乂
は
住
：

馬
の
^

緊

泠

齡

，
に
，
象

る

略

.タ
郧
：4
名
亂
交
贅
が
歡
見
さ
れ
糸
も
乾
さ
私
ソ
霞
長
泠

例
が
.引
用
さ
れ
て
ゐ
、る
が
.
"̂
殺
兒
の
風
習
及
び
，ォ

タ

匕

1
ト
の
'7
丨
レ
ー
オ
ィ
綠
社
に
雛
す
る
制
度
.は

#

往
し
て
居
ら
ぬ
，
ゃ

ぅ

で

あ 

る

。
，
併

し

疑
.ふ
-

Y

か

ら

ざ.る
典
.摅

に
«<
し
^;
®'
淫
^
風
.は

遍
-<
:補
漫

レ

、

下

層

階

級

矣
.の
，間.に
大
i
fc
行
は
れ
や
り
あ
.る
が
如
く 

で
あ
つ
て
、
斯
か
ム
風
習
は
常
.に
人
ロ
に
對
す
る
^:
强
カ
の
障
碍
と
し
て
作
;1
3
せ
含
る
を
撕
.な
ぃ
。
ま
た
生
涯
の
大
半
，を
酋
長
に
棒
げ

1

s'
■ 

/ 

,
 

< 

t 

.

-

る

t
o
^
t
o
x
l
s

即
ち
僕
婢
が
、
t o

ベ
獨
身
に
終
ろ
^

と
は
素
ょ
匕
大
い
■に
あ
り
得
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
-

ま
だ
卜
：流
階
級
•に
許
さ
れ
た 

多
麸
制
度
が
ゝ
劣
等
階
紕
の
間
に
於
け
蚤
亂
交
の
罪
惡
匕
大
い
に
蘼
發
助
長
す
る
傾
き
あ
る
は
’明
か
で
あ
る
し
と
論
じ
て
ゐ
右
パ
’從
の
粵 

々
、
例
へ
^

ィ
1
K

ク
r

島
、
マ
リ
ア
•
ナ
群
島
'

爇
灣
象
に
關
U

て
は
、
f a
t
派
は1

.

層
徇
單
で
あ
る
。
要
す
る
に
楚
等
鳥
嶼
の
制
物 

は
、
時
に
は
頗
る
澗
澤
と
な
るS

も
；̂
ヶ
、'
ま

た

時

に

，
は

無

眢

•
戰
爭
其
の
‘他
の
原
因
に
依
つ
ヤ
頗
る
減
少
す
'る
事
も
あ
る
’が
、
平
均
人 

ロ
が
概
し
で
平
#

食
物
の
限
# '

に
猛
烈
に
切
迪
し
つ
、
あ
る
| ¥

は
疑
ふ
べ
ぐ
も
’な
い」

机
で
、あ
る
。 

、

，新
た
に
發
見
さ
れ
た
地
方
に
つ
い
.て
杖
、
明
li
t

•の
何
れ
、か
の
面
が
誇
張
さ
れ
て
傅
•
へ
ら
办
、
吾
人
の
命
像
カ
ぽ
觅
に
ヒ
れ
に
尾
緖
を
' 

つ
け
て
•

或
ひ
は
_地
输
の
如
き
暗
淇
世
梂
と
判
斷
し
、
‘或
认
は
反
*

,
に
'極
樂
の
‘
如
き
理
^

鄕
を
想
萣
す
る
に
^

る
も
の
で
あ
る
Q

初
期 

の
終
海
者
達
は
南
洋
^ ;

原
始
於
族
か
ら
、
時
に
は
淺
忍
な
追
寄
を
'蒙
.り
"

ま
た
時
に
，は
王
锿
の
规
ひ
を
受
け
た
と
い
ふ
か
ら
、
相
反
す
. 

、る1

5

の
南
洋
觀
が
他
人
の
&

裡
に
植
ぇ
つ
'
,け
ら
れ
泠
の
は
當
，然
で
.
あ
ネ
、
マ
k

.サ
ス
は
へ
そ
の
^

^ -

の
、性
質
.か
ら
、：努
め
て
暗
黑
面 

に

注

*

を

凝

傲

し

 

> 
時
牝
行
.

れ
'る
反
對
の
，觀
念
を
打
破
，せ
ん
と
し
だ
。
例
へ
ば
次
の
一
.
節
が
あ
る
？
_

く
に
づ
い
て
は
、
マ
ル
サ
ス 

は
次
の
如
< ,

記
し
.て
ゐ
る
。

に
傯
ベ
fr
't
i

る
南
洋
土
人
の
鼓
腹
麟
壊
の
極
樂
坐
活
fe

る
も
の
や
|

胄
世
人
於
、̂

等
の
樂
穴
⑽
に 

就
て
時
に
齎
さ
ル
る
夢
の
如
き
物
語
に
眩
®

さ
れ
..て
、
枥
橛
の
翼
を
8

^

,過

ぎ

た

結

梁

で

，
あ

石

と

暮

へ

だ

い

9
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そ
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八
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洋
の
敢
も
豐
嶼
す

b

、
-
猶

且•つ

吾

人

の

，
想
像
す

^

が

：g
t *

辦

發

の

及

地

，
に

非

ざ

冬

事

ど

^

ヴ
た
の
^

，ル
る
。
襄
赋
海
記
に
據 

;

マ
ル
サ
，
ス
人
卩
鼢
に
轭
は
れ
ち
帘
觀
諸
：
爲

.

■

:
'

、
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マ
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サ
ス
人
.ロ
諷
に
現
ば
れ
た
南
海
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島
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'

丨
れ
ば
、

メ
シ
‘•
の
樹
の

，.賢
ら
ぬ
摩節
に
は
、
，
誰
しi

、
J瞼
的
窮
芑
に
惱
み
y

マ
‘ル
：ゲ
丧
スi

群
，島
の
オ
へ
ィ

タ
フ
ー
暴
に
.於

て
は
、
之
は
.飢 

饉
の
域
把
達
:^
-
、
動
物
す
ら
食
物
の
缺
芝
に
苦
し
め
ら
れ
た〕

异
々
，。
ノ 

• 

..、

，

、

-

、

，五

、

マ
ル
サ
ス
の
‘ I

舷
的
綠
論 

■.
.南
海
諸
島
そ
の
他
.の
原
始
的
社
會
を
マ
ル
■サ
ス
が
特
t
採
り
あ
げ
，た
主
た
る
目
的
は
"
旣
に
述
べ
，た
通
り
、

■̂れ
を
文
明
社
會
と
斜 

比
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
：
彼
の
所
謂
•積
極
的
障
碍
が
、こ
れ
ら
社
會
に
於
て
よ
り
優
勢
に
作
用
し
つ
X
あ
石
こ
と
を
實
證
せ
ん
と
す
る
に 

在
つ
、だ
タ
併
し
彼
は
こ
れ
ら
こ
つ
の
社
會
の
相
違
を
.^
、
' 

.
ま
た
別
.の
.
.觀
點

か

ら

指
摘
し
て
居
^
の
で
あ
々
て
、
マ
ル
•サ
ス
の
文
朋
觀
又 

Iは

遒

霞

ば

、
そ
の
論
旨
、
の
灼
在
極
め
で
明
自
に

.表

明

，
さ

れ

：
で

，
ゐ

る

め

’で
あ
る
。
，0
ぐ

、

H

野
#
生
；活
な.る
名
稱
下
に
^

^
さ
れ
る
斯
か
，
 

る
乱
#
の
概
論
を
終
る
に
當
つ
•
.て
、
余
は
斯
か
る
^
活
が
文
明
生
活
に
歡
ふ
唯
‘一
の
點
は
、
■•
民
衆
が
遙
か
に
大
な
る
•餘
暇
を
冇
す
る
一 

事
t
あ
•る
.と
謂
核
ざ
る
を
得
な
い
。
爲
す
べ
，き
仕
事

.が
尠
い
か
.ら
、
.、隨
り
てm

g
t

亦
尠
い
.の
で
あ
る
。
文
明
坐
活
に
於
て
下
層
階
級 

の
.運
命
づ
け
ら
れ
て
ゐ
，る
不
斷
の
芮
役
を
顧
る
時
、
-右
は
義
望
に
#
ベ
•ざ
る
長
所
‘で
あ
る
。
然
る
に
事
實
は
、
遙
か
に
r
い
大
な
る
短
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所
が
之
を
相
殺
し
.て

恐

ら

，
く

猶

ほ

餘

o
あ
る
の
で
あ
、る
。
容
易
に
食
物
を
獲
得
し
得
み
是
等
の
國
.々
に
於
て
は
、
最

も

壓

る

階

：

.

,

“

く

 

i 

/ 
t 

1
 

1
 

ず

級
別
が
行
は
れ
、
财
逾
の
#
奪
侵
害
は
當
歡
の
事
と
せ
.ら
れ
、
•下
勝
階
級
比
文
明
國
民
0,
間
に
於
け
る
'よ
り
も
遙
か
に
菽
だ
し
き
階
級
-
 

■的S

視

を

蒙

り

つ

、
あ
石
。

高

®'
の
平
等
行
は
る
、
が
,
き
野
絶
坐
歡
に
於
て
も
、
食
物
獲
得
の
闲
歡
と
、
鐵
え
ざ
る
戰
亂
の
慘
苦
と 

'は
、
文
明
社
會
.の
卞
曆
民
1の
粜
す
勞
働
に
1碧
も
劣
ら
ざ
る
苛
酷
の
勞
働
を
必
要
な
ら
し
め
る
°.
唯
だ
文
明
社
#
に
_於

て

、
は

-

其

の

苦

役

, 

- 

!■ 

,

の
分
配
が
^

か

に
不
平
等
な
だ
け
で
あ
名J

と
o
,'4
ル
涉
ス
は
更
に
續
け
：て
言
ふ
。「

唯
於
吾
人
は
人
肌
社
#

の
.是
f -
蔭
級
の
勞
‘働
を
，
 

比
較
す
る

と

と

は.出

來

て

も、
,兩
者
，の
困
備
苦
P
に
.至
‘つ
て
は

、之
を
比
較
す
ベ
き
«

は
無
い
'で
釭

レ

ぅ

、惟
ふ

に

，
こ

れ

を

明

か

な

ら
 

■L
^
る
^
'の
ば
、、
孤
來
利
加
>0
6

劣
等
蠻
族
間
忆
行
：

S

れ
る
敎
育
の
务
嘱
の
調
子
に
如
ん
も
ゎ
は
か
ぃ
、
最
酷
.の
苦
痛
と
不
幸
と
に
處
す

V

き
■
沿
办
の
.涵
赘
に
促
立
つ
一
切
の
も

のV

か
情
を
冷
^
fe
-
kし
，め
1
ゅ
.る
_

^
の
懷
を
_

な
ら
し
，め
る
'に
敫
果
あ
石
一
切
の
も 

ぴ
、
是
等
は
.蠻
人
が
箅
々
雛
>
と
し
て
、吹
込
ま
れ
る
.も
の
で
あ
ろ
0
反
^:
、
，
文

明

人

は

、
勿

論
.
.一
旦
不
幸
の
'來
た
場
合
に
は
忍
耐
し
て 

之
に
堪
へ
ょ
と
比
訓
へ
ち
れ
^
扒
、
.赞
人
の
如
く
、
常
に
之
を
湖
待
せ
.ょ
と
は
訓
へ
ら
れ
'て
居
.ら
ぬ
。
_
毅
以
ル
.に
幾
‘，多
の
-傅
が
實
!« 

さ
れ
，ね
ば
な
ら
ぬ
。
-彼
は
惱
め
る
隣
人
を
、
ぞ
敵
人
を
す
ら
も
憐
む
べ
普
こ
と
;'

_社
會

的

凌

情

七

涵

養

.し
擴
大
す
べ

$-
'

こ
と
バ
及
び
一
 

舣
に
快
き
情
緖
の
'範
圍
を
搬
火
す
べ
き
こ
と
等
を
訓
へ
ら
が
る
の
で
あ
.る
。
此
の
異
る」

一
つ
の
敎
育
法
か
ら
求
め
ら
れ
る
，明
泊
な
推
論 

は
、
.文
明
人
は
悅
，樂
を
待
望
し
、
野
蠻
人
は
單
に
苦
難
を
期
待
す
る
と
パ
ふ
こ
と
で
あ
る」

と
9 

,

マ
ル
サ
ス
人
口
論
に
現
は
れ
た
南
海
齡
島

六
-九


